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このプログラムで、すでに442名の学生が長・短期
で日中韓を移動しながら学んでいます（岡山大学に
おける吉林大学・成均館大学との受入・派遣）。中韓
の交流（吉林大学・成均館大学間交流）も含めると、
500名以上の学生がこのプログラムに参加しています。

このプログラムでは、東アジアの人材育成にとって
必要なカリキュラムを、3国で試行錯誤しながら構成
してきました。東アジアのグローバル人材にとって欠
かせない教養とは何か、相互理解を促進するための

高いモビリティ

オリジナルな東アジア型の
グローバル教養教育プログラム

基礎教育とは何か、東アジアのアイデンティティはど
のように形成できるのか、などを3校で徹底討論しな
がら、現在のカリキュラム構成を練り上げました。

《DistinctiveInitiatives》

岡山大学キャンパス・アジア
これまでの成果（1）

キャンパスアジア留学生数
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このプログラムでは、共通善教育をベースとしなが
ら、マルチリンガル教育（共通善教育多言語セミナー、
学生フォーラム、ワークショップ）、アクティブ•ラーニ
ング（リージョナル・カンファレンス、まちなかキャンパ
ス、中韓ワークショップ）、生活全般を通じた教育
（シェアハウス、キャンパス・アジア学生クラブ）など、
様 な々実験教室を試み、教育効果の高いモデルを開
発しました。

オリジナルな教育内容

語学教育の高い実績
このプログラムでは、現地語の学習に力を
注いでいます。それは、単に現地の語学学
校に派遣するだけでなく、多言語共通善教育
セミナーやリージョナル・カンファレンス、シェ
アハウスといった生活全般を通じて、マルチリ
ンガルな人
材が育つよ
うな方法を
開発しなが
ら推進して
います。そ
の成果は、
右のデータ
にも表れて
います。ほ
とんど現地語ができない学生が、1年後には
ほぼ最上級の検定試験に合格して帰国して
います。また、最近韓国で行われたキャンパ
ス・アジアのエッセーコンクールでは、38名の
入選者中8名がキャンパス•アジア岡大生、
またはこのプログラムで岡大に留学した吉林
大学と成均館大学の学生でした。

派遣後言語レベル派遣前言語レベル学生派遣先（期間）
HSK6級（上級）初級A-F中国・吉林大学（1年）
調査中初級B-M中国・吉林大学（1年）
調査中未履修C-F中国・吉林大学（1年）
HSK6級（上級）初級D-F中国・吉林大学（1年）
調査中未履修E-M中国・吉林大学（1年）
TOPIK5級（上級）初級F-F韓国・成均館大学校（1年）
TOPIK6級（上級）
語学堂成績優秀賞中級G-F韓国・成均館大学校（1年）

TOPIK6級（上級）初級H-F韓国・成均館大学校（1年）
TOPIK5級（上級）初級I-F韓国・成均館大学校（1年）
TOPIK6級（上級）
スピーチ大会最優秀賞初級J-F韓国・成均館大学校（1年）

平成26年度派遣学生

派遣後言語レベル派遣前言語レベル学生派遣先（期間）
HSK6級（上級）初級A-M中国・吉林大学（1年）
HSK6級（上級）初級B-F中国・吉林大学（1年）
HSK6級（上級）初級C-F中国・吉林大学（1年）
HSK6級（上級）初級D-M中国・吉林大学（1年）
HSK6級（上級）初級E-F中国・吉林大学（1年）
TOPIK5級（上級）初級F-F韓国・成均館大学校（1年）
TOPIK5級（上級）初級G-F韓国・成均館大学校（1年）
TOPIK4級（中級）未履修H-M韓国・成均館大学校（1年）
TOPIK5級（上級）初級I-F韓国・成均館大学校（1年）
TOPIK6級（上級）初級J-F韓国・成均館大学校（1年）

平成25年度派遣学生
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2014CAMPUSAsia事業体験エッセイ公募受賞者 主催：韓国大学教育協議会
・入選者：38名（うちキャンパス・アジア学生最優秀1名、優秀4名、奨励3名）
・キャンパス・アジア岡大派遣生、および岡大に留学したキャンパス・アジア留学生）

このプログラムで
は、入学後のプログ
ラム参加（リージョナ
ル・カンファレンス、
中韓ワークショップ
等）を手始めに、短
期留学、サマース
クール、派遣事前

研修、長期留学を経て、帰国後の言語コミュニケー
ション能力ブラッシュアップ授業、多言語共通善教育
セミナーなどで更に力をつけ、社会に羽ばたいていき
ます。これらのプログラムのサポートプログラムとして、
キャンパス・アジア学生のサークル活動、シェアハウ
スでの活動、卒業後の情報交換の場であるキャンパ
ス・アジア同窓会活動があり、学生が自主的に活動
の輪を広げています。

区 分エッセイ題目所属校名 前事業団
最優秀私を成長させたCAMPUSAsia吉林大FANHuijie成均館大（文科）
優 秀私が見た中国について話したい成均館大イム・ジウォン成均館大（文科）
優 秀未生から完生を目指して成均館大ナム・ヘイン成均館大（文科）
優 秀他者にどのように近づければいいか成均館大イ・ジョンミン成均館大（文科）
優 秀TheChinaofmyeye成均館大キム・ヒジン成均館大（文科）
奨 励CampusAsiaを通じてみる「善」成均館大XIEJiao成均館大（文科）

奨 励私が体験したCampusAsiaプログラム
※韓国語で執筆

岡山大大垣 杏花成均館大（文科）

奨 励キャンパスアジア体験エッセイ公募吉林大パク・チョンヘ成均館大（文科）

入学から卒業まで一貫した指導

《DistinctiveInitiatives》

岡山大学キャンパス・アジア
これまでの成果（2）
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上竹嘉紀君の場合 UetakeYoshinori

工学部・電気通信系2年生
一貫した教育プログラムに参加

人文系、社会科学系の学生が活動の中心ですが、
潜在的にこうした活動に参加したい医歯薬系、自然
系の学生も多くいます。こうした学生のために、独自
のプログラム（ナノ・バイオコース、自然系ワークショッ
プ等）を走られています。科学技術分野の学生・院
生、若手研究者の学術交流を通じて、医歯薬系、自

全学部対象のプログラム
然系の学生・院生にも東アジア共通善の深い教養と
認識を持ってもらうことは、東アジアの未来にとって極
めて重要です。そして、こうしたきめ細かなプログラ
ムを束ねたモデルを構築することによって、着実に成
果を上げられることが実証されました。成果の分析は
改めて公表します。

2014年3月 中韓留学
ワークショップ（8日間）に参加

・休講期間中に行われるプログラムなので、理系学生が参加しやすかった。
・短期間で中韓両方に行ってみたかった。
・学生交流・企業訪問・社会見学など内容が充実していて魅力的だった。

・ワークショップをきっかけにもっと中国に行ってみたくなった。
・理系なので、留年してまで長期留学する意思がなかったが、少しでも長
期間で中国にいってみようと思って、短期留学に参加した。
・中国語をもっと勉強したかった。

・海外に行ったことで、自分の国について知らないことがたくさんあることに
気づいた。このような企画に参加したいと思った。

・座学だけではなく実践授業に参加したかった。

・自分の経験を生かしてプログラムに役立ちたい。
・学生同士の活動でネットワークをもっと広げていきたい。

・東アジアに関する知識をもっと身につけたい。
・勉強した英語・中国語を実際に使ってみたい。
・ディスカッション、プレゼン能力を高めたい。

・長い目で自分の将来につながるような体験はキャンパスアジアの長期留
学で実現したい。今すごくわくわくしている。

2014年8月
中国短期留学（30日間）に参加

2014年5月 まちなかキャンパス
（公害と地域住民）に参加

2014年6月 リージョナル
カンファレンス（日本の塩業）に参加

学生クラブ副会長
（2014年9月〜現在）に在任

2014年度後期
キャンパスアジア共通科目を履修

2014年3月〜2015年2月
中国長期留学に参加
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次世代中核人材の育成
2011年に、岡山大学は文科省補助事業「世界展
開力 キャンパス・アジア」事業に採択されました。こ
れは、日中韓が1校ずつパートナー校を設定し、3校
が留学生の相互派遣と相互交流を行うことを通じて
次世代の優秀な人材を育成するプログラムです。岡
山大学のパートナーは、吉林大学（中国）、成均館大
学校（韓国）で、プログラム名は「東アジアの共通善を
実現する深い教養に裏打ちされた中核的人材育成
プログラム」です。

このプログラムでは、日中韓3校が協力して、アジ
ア共通の価値観形成と次世代の中核人材育成を目
指します。同時に、東アジアの共通教育システムの
構築に取り組みます。
また、このプログラムの基礎には「共通善」という考
え方があります。わたしたちが考える「共通善」とは、
個人の利益と社会共通の利益を同時に実現していく
ことです。グローバルな競争が激化する中で、東ア
ジアの「共通善」を実現できる素質を持った人材の育
成は急務です。
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2009年10月、第2回日中韓サミットにおいて、日中
韓の大学の間で単位の互換や交流プログラムなどの
質の高い交流を行うため、3国が協力していくことが
合意され、これをふまえて教育分野でのプログラム構
想の検討が開始されました。
そして2010年、第3回日中韓サミットにおいて、3首
脳間で、日中韓を中心にASEAN等への拡張を視野
に入れた「キャンパス・アジア」構想の早
期実現で一致しました。これをうけて、
日中韓の大学が質の保証を伴う交流を
拡大し、学生や教員の留学・移動を活
発にして人材育成をおこなう「キャンパ
ス・アジア」事業が発足しました。

2011年11月、文部科学省のキャンパ
ス・アジア事業に10校のプログラムが選
ばれ（タイプA－I）、岡山大学キャンパ
ス・アジアプログラムもそのひとつとして
採択されました。これらの大学は、大学
院レベルの交流や学部レベルの交流、

研究をベースとしたプログラムから、3国の学生が一
緒に3国を回る企画まで、多様な内容のプログラムを
実施しています。こうしたパイロットプログラムを通じ、
大学間の相互交流を図り、協力して人材を育成する
とともに、東アジアの共通教育システム、単位互換制
度、成績管理、学位授与システムのモデルを構築し
ようというのが、この事業の狙いです。

岡山大学が実施する「東アジアの共通善を実現す
る深い教養に裏打ちされた中核的人材育成プログラム
（ProgramforCoreHumanResourcesDevelopment:
FortheAchievementofCommonGoodandRe-
evaluationofClassicalCultureinEastAsia）」は、東
アジアの拠点校である岡山大学、吉林大学、成均館
大学校が協力し、東アジア全体の発展に資する広い
視野と教養を持った若い人材を、それぞれの地域の
ニーズに即して育成するのが目的です。
具体的には、3校がコンソーシアムを形成し、単位

互換、共通授業、ダブルディグリー教育（並行して2
校で学位取得）、ジョイントディグリー教育（複数校が
共同で学位授与）等の包括的制度を整備し、学部学
生から大学院生までを共同で教育するシステムを構
築します。
将来的には、この3校が東アジアにおける深い教養

に裏打ちされた共通善の涵養、地域社会を担う中核
人材育成、人材交流ネットワークの拠点となることを
目指します。

キャンパス・アジアとは

岡山大学のキャンパス・アジアプログラム

0
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200
（人）

0

100

200

300

400

500
（人）

キャンパスアジア留学生数 キャンパスアジア留学生総数

プログラムの概要
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「共通善」とは

このプログラムを通じて、学生も教員も東アジアの
「共通善」とは何かについて追究していきます。「共通
善」とは、個人の利益と社会共通の利益を同時に実
現していくことです。幸福という考え方は個人によって
様々ですから、「共通善」の理解も個人によって違っ
てきます。そうした違いをお互いに議論していくこと自
体も、「共通善」を実現していくプロセスです。

「アジアンクラット」の育成

このプログラムで3校が協力して育成する次世代の
地域中核人材とは、深い伝統的な教養をもった「アジ
アンクラット」です。「アジアンクラット」とは、アジアの
共通善に資する地域行政、民間組織の指導者、地
域療をリードする医療人、3国の協業をリードできるグ
ローバルな視野を持った企業中堅幹部候補などで、
東アジアが共通に抱える様 な々分野における課題に
向かうリーダーです。

14世紀末に設立された朝鮮王
朝の最高教育機関である成均
館を母体として発展してきた。
東アジアで最古の大学を称す
る。プログラムに参加する文科
大学は、儒教思想の研究・教
育では東アジア有数のレベル。

成均館大学校

中華人民共和国教育部直属
の国家重点大学で12学部を
擁し、学生8万人以上。日本
との関係が深く、岡山大学と
の交流も以前から活発。

吉林大学

全学部、大学院が参加してこの
プログラムに臨む。新入生から
大学院生まで一貫して指導する
プログラム。学生数約12,000
人、11学部、7研究科を有する
我が国屈指の規模の国立大学。

岡山大学
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東アジアの共通善を追究

東アジアの伝統的価値観、文化は多様です。し
かし共通点も数多くあります。このプログラムでは、伝
統思想から現代政治・社会までの様 な々分野におい
てこの問題を整理・検討し、それをどのように教育して
いくか、または学んでいくかを体系的に研究し実践し
ています。

社会の共有された伝統的価値を
再解釈し共有化

東アジアに共通の伝統的価値を探るためには、歴
史的なアプローチが必要です。そして、それを現代
の社会に適応させて再解釈し、共有化していくことが
必要です。それとともに、現代の東アジアに共通する
価値や課題もあります。私たちは、こうした課題に、
様 な々活動をつうじて取り組んでいます。

共通善教育の研究

3国間の対立点だけを浮き彫りにするのではなく、
価値観の違いが何に根ざしているのかを相互に理解
し合ったり、グローバリゼーションの負の側面に対して
東アジア的な価値観をベースに対応策、解決策をと
もに模索したりする作業は、このプログラムの根幹をな
すものです。
こうした作業は、教員のレベルでは教育研究会を
つうじて議論されます。共通善教育研究会は、共通
善教育を実施するにあたって、どのような教育を行う
かを検討する研究会です。この研究会は、経済部会、
伝統思想部会、漢字文化部会、歴史認識部会の4つ
のグループに分かれて活動しています。さらに、3大
学共同による「共通善教育研究フォーラム」等を開催
し、定期的に議論を積み重ねています。

共通善教科書の編纂

このプログラムでは、教育研究会の成果を教科書に
して活用しています。最初に発行された『キャンパス・
アジア共通教科書シリーズ1 東アジアの共通善を実
現する深い教養に裏打ちされた中核的人材育成』は4
カ国語（日英中韓）で発行され、pdf版のダウンロード
が可能なほか、ネット上で講演が聞けます（英語字幕
付き）。また、この講義を受けたキャンパス・アジア留学
生たちの感想文が、ホームページで公開されています。
これらの教科書は、キャンパス・アジア科目、サ
マースクール等のほか、通常の大学講義（教養教育
科目、学部専門科目）でも活用を進めています。

■２０１２年３月２６日～２７日
共通善教育研究フォーラムⅠ
本部棟 ６階第一会議室

■２０１２年５月２８日
共通善教育研究会例会③
国際センター長室

■２０１２年８月２日
共通善教育研究会例会④
一般教育棟 小会議室

■２０１２年１１月３日～４日
共通善教育研究フォーラムⅡ
理学部 大会議室

■２０１２年１１月２３日～２４日
東アジア古典学学術会議
韓国 成均館大学校

■２０１３年２月４日
山東大学葛泉教授（中国行政管理学会理事）特別講
講演会『孔子思想がもたらした人類文明への貢献』
岡山大学文法経講義棟 １２番教室

■２０１３年２月１２日
共通善教育研究会例会⑤

■２０１３年３月５日～６日
２０１２年度共通善教育研究国際シンポジウム
岡山大学理学部 大会議室

■２０１３年４月２６日～２７日
国際学術会議
韓国 成均館大学校

■２０１３年５月２４日
共通善教育研究会例会⑥ 一般教育棟 C２３室

東アジアの共通善を追求
地域中核人材の育成プログラム
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■２０１３年１２月３日
キャンパスアジア共通善研
究会例会（経済部会）
一般教育棟 小会議室

■２０１４年１月１３日
共通教科書編集協議
中国 吉林大学

■２０１４年１月１４日
共通教科書編集協議
韓国 成均館大学校

■２０１４年１月２９日
共通善教育研究会例会⑦（伝統思想部会、漢字文化
圏部会、歴史部会）
一般教育棟 小会議室

■２０１４年２月１７日
キャンパス・アジア共通善教科書編集国際合同会議（経済部会）
■２０１４年３月７日
共通善教科書編集協議（伝統思想部会、歴史部会）
韓国 成均館大学校

■２０１４年３月２７日
共通善教科書編集協議（伝統思想部会、歴史部会）
中国 吉林大学

■２０１４年４月１日
日中韓共通教科書出版打合せ（経済部会）
東京

■２０１４年５月３０日
共通善教育研究会例会⑧
一般教育棟 小会議室

■２０１４年８月１８日
共通善教育研究会例会⑨
一般教育棟 小会議室

共通善についての学生討論

キャンパス・アジアプログラムに参加する学生は、
共通善教科書、キャンパス・アジア共通授業で学ぶ
だけではなく、リージョナル・カンファレンス、サマース
クール、学生フォーラム等をつうじて実践的に共通善
について考えます。こうしたプロセスをへて、各自が
共通善への理解を深めていきます。
共通善授業、共通善教科書がプラットフォームとな

り、アクティブ・ラーニングをつうじて、各自がその上
に自らの解釈や実践的活動を構築していきます。

２０１３年８月１７日〜１９日
CAMPUSAsiaサマースクール２０１３
８月７日水 「正義論」
８日木・９日金「共通善とは何か―東洋と西洋にお

ける共通善の比較」
１０日土 「資料にみる岡山の歴史と社会」
１１日日 日本文化体験「曹源寺散策（座禅

体験）」
１２日月・１３日火「日中韓三国関係：歴史問題と歴

史認識」
１４日水・１５日木「日中韓三国の経済協力と東アジア」
１６日金 NPO法人町屋トラスト
１７日土 茶の湯デモンストレーション
１８日日 自然体験「犬島自然の家」
１９日月 「論語入門」

２０１４年８月４日〜１５日
CAMPUSAsiaサマースクール２０１４
Ⅰ 「正義論」・共通善とはなにか
「東洋」と「西洋」における共通善との比較
８月４日月 lecture・ワークショップ
５日火 lecture

Ⅱ 日中韓三国の経済協力と東アジア
８月６日水 lecture
７日木 水島自動車工場・クロスカンパニー

Ⅲ 東アジアの文化交流
８月８日金 lecture
１１日月 lecture
１２日火 後楽園・曹源寺

Ⅳ 日中韓・東アジア三国関係史
８月１３日水 lecture・牛窓町
１４日木 lecture・討論会

Ⅴ 論語入門
８月１５日金 閑谷学校

２０１３年９月４日 「私の理解した韓国／中国／日本：共
通善へのアプローチ」

２０１４年２月１３日 「私の理解した、中国・韓国・日本」
記念講義「共通善～日中韓３国の平
和的共働のために」

２０１４年８月２１日 「東アジア共通善の実践に向けて」
記念講義「東アジアの若者の共通善」

サマースクール

学生フォーラム
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リージョナル・カンファレンス

フィールド・ワークをつうじて、キャンパス・アジアの
留学生とともに岡山および東アジアの地域について理
解を深めます。大学周辺の地域社会と交流しながら、
地域が抱える様 な々課題について、現地の人 と々の
交流を通じて議論します。こうした授業をつうじ、中
韓の学生とふれあい、東アジアに目を向けるきっかけ
を作ります。

中韓ワークショップ

短期で中国、韓国を訪問し、現地で歴史、経済、
社会を学ぶとともに、協定校の学生と議論したり、特別
講義を聴いたり、さらに実践で中国語、韓国語を学び
ます。東アジア諸国への関心が高まる海外集中授業
で、とりわけカリキュラム的に留学が難しい医歯薬系、
自然系の学生にとっては、貴重な経験になります。

サマースクール

東アジアに対する問題意識、関心が高まったところ
で、サマースクールに参加し、東アジアの伝統、思
想、文化、経済等を2週間のサマースクールで学び
ます。東アジア人として教養的ベースを身につけると
ともに、3国の学生が本格的に議論します。

短期留学

短期留学を通じて、中国、韓国の文化、伝統にふ
れ、人 と々交流します。また、語学も集中的に鍛え、
長期留学に向けた準備をします。

岡山大学では、ほぼ全ての学部、大学院がこのプログラムに参加しています。また、学部新入生から大学院生、
さらには社会人を含めて、一貫した教育を目指しています。

全ての学生に
キャンパス・アジアの教育を
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派遣前集中教育プログラム

長期留学を控えた学生に対し、ネイティブの講師、
チューターが集中的に語学指導します。また、キャン
パス・アジアカフェで実践的会話トレーニングを行い、
短期集中で語学力をアップさせます。

長期留学

吉林大学、成均館大学に1年間留学し、専門分野
での能力を高めるとともに、多様なバックグラウンドを
持つグループの中でイニシアティブがとれる力を養
います。また、東アジアの伝統と価値観を批判的に
継承できる深い教養を養います。

実践学習ワークショップ

帰国後は、ワークショップ等で、実際にグループ
ワークを指導し、実践的な能力をさらに向上させます。
ナノバイオコースでは、最先端の知識と技術にふれ
ながら、こうした分野で教員、学生らが共通善教育を
つうじて相互理解、共同研究をいかに深めることがで
きるかを議論します。自然系ワークショップでは、3国
学生・院生同士の研究プレゼンをつうじて、各分野ご
とに相互理解を深めていきます。マルチリンガル授業
では、ひとつの授業の中で多言語でディスカッション
をおこない、言語による発想の違いを引き立たせると
ともに、多言語が飛び交うディベートに慣れていきます。

キャンパス・アジアネットワーク

卒業後は、キャンパス・アジア同窓会等をつうじて
交流を継続します。また修了生にリージョナル・カン
ファレンス、中韓ワークショップの指導をお願いして、
相互に学びあうシステムを構築しています。
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↓

↓

↓

↓

↓

学びの指針 共通善教科書編纂

学生との討論＋研究会

議論をふまえて編集方針決定

共通テキストの編纂

テキスト活用（講義・ゼミ）

共通テキストの改善

共通善は日中韓学生の心にある

共通教科書作成までのプロセス

共通善教育研究会での討論

共同教科書編纂会議
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↓

↓

↓

共通善教育研究会の中にある伝統・思想部会、歴史
部会、漢字文化部会、経済部会がそれぞれテーマ
を決めて、共通教科書作成の検討会議を行っていま
す。時折、学会さながらの白熱した議論になります。
新しい教科書を作る熱気がみなぎっています。

共通善教育研究会

共通善教育研究会で検討された内容は、まずサ
マースクールで検証されます。各担当者がサマース
クールの講義で簡易版の共通教科書を使い、学生と
討論しながら内容をアップデートしていきます。この
内容は、共通善教育研究会にフィードバックされます。

サマースクール

ある程度内容が固まったところで、教科書編纂チー
ムが編纂を開始し、キャンパス・アジア事業プロジェ
クト・チーム会議の承認を得て教科書を出版社から
刊行します。

教科書の編纂

出版された教科書は、キャンパス・アジア授業や一
般の授業で利用されます。利用していく中で出てき
た改善点は、次の版で修正されていきます。

教科書の利用
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経済部会の共通教科書の例

この教科書は、東アジア全般の動きと日中韓各国
の諸問題を織り交ぜながら、東アジア全体の利益、
各国の利害が複合的に見えるように構成されていま
す。したがって、全体を通じて読者を一定の考え方
に誘導するのではなく、東アジア全体の利益は抑えて

おきながらも、
各国の立場や
利害もはっきり
と明記するもの
です。むしろ、
そうした違いを
比較することに
より、学生（読者）がコンフリクトの落としどころを自ら考
えたり討論したりすることを意図するものです。ター
ゲットとする読者は以下の通りです：
キャンパス・アジアの留学生：上記の人材育成に教材
として利用します。
経済系学部の学生：岡山大学などで、授業の教材と
して利用します。
ビジネスマン：東アジアに関わるビジネスマンの必読
教養書を目指します。
したがって、経済系学生以外も読むことを念頭に、
内容は濃く、しかし平坦な表現を使って記述します。

経済学共通教科書を使った講義風景（田口雅弘教授・経済学部専門基礎科目「世界経済事情」)

キャンパス・アジア多言語セミナーの授業風景（荒木勝教授・副学長）

共通教科書による経済の講義
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4アジアはエネルギー資源のフロン
ティア
5ユーラシア大陸を繋ぐ国際物流拠点

Ⅲ 日本経済の発展と構造変化
釣雅雄（岡山大学）……………34

1.戦前日本経済の繁栄と後退
1戦後の混乱からの回復：ハイパー
インフレと経済政策
2高度成長期
2.戦後復興から高度成長期へ
3.石油ショックからバブル経済
1石油ショック
2円高とバブル経済
4.長期不況と構造問題

Ⅳ 日本経済が直面する
様々な課題について
下井直毅（多摩大学）…………54

1.はじめに
2.人口減少と今後の経済成長
3.貿易の自由化の動き
1自由貿易圏の拡大の動き 社会
保障と税のあり方
2日本のFTA・EPAの動き

3RTAのメリットとデメリット
4今後、日本が目指すべき道について
4.為替レートの動き
1円ドルレートの推移
2重要なのは実質為替レートの動き
3円高や円安のメリットとデメリット
4円高が長期的に日本経済に及ぼ
す影響
5円高時代あるいは円安時代にやる
べきこと

5.社会保障と財政再建への道
1日本の財政赤字と社会保障費の
拡大
2財政赤字の問題点
3財政赤字の維持可能性
4なぜ消費税増税なのか
6.おわりに

Ⅴ 胡錦濤・温家宝体制の回顧と
今後の中国経済展望
巴特尓／バートル（多摩大学）…74

1.はじめに
2.胡錦濤・温家宝体制の回顧
1経済規模
2対外貿易
3対内外投資
4世界最大の自動車市場
3.習近平・李克強体制の課題
1経済構造の転換
2「国進民退」の克服
3格差是正
4人口対策と生産性の向上
5エネルギー需給問題と環境対策
6地方経済と地方債務問題
7金融改革
4.おわりに

Ⅵ 韓国経済の現状と課題
金美徳（多摩大学）……………98

1.韓国経済の現状と課題
2.険悪な日韓関係と密接な日韓経済
3.韓国企業と日本企業の経営比較
4.日韓企業の強みと戦略
5.韓国企業のグローバル戦略

6.韓国企業の弱み

Ⅶ 貿易投資に見る
日本と中国の経済関係
滕鑑（岡山大学）……………132

1.はじめに
2.日中の貿易投資の展開
11978年～1990年：激しい変動期
21991年～1998年：安定的拡大期
31999年～2011年：飛躍的拡大期
3.日中の貿易パターン
4.日中の比較優位構造
5.日中間の産業内貿易
6.アジアの分業構造と日本の対中直接
投資
7.日中経済摩擦
1貿易不均衡の拡大
2貿易摩擦
3知的財産権と対中投資環境
8.おわりに

Ⅷ 中日関係と経済協力の課題
沈海涛（吉林大学）…………150

1.日中関係と経済協力へのアプローチ
1東アジア地域における中日経済協
力への視座
2中日関係及び東アジア地域協力
の問題点
3東アジア地域協力の変容に中日
経済関係は？
4「政冷経熱」または「政冷経涼」と言
われた日中関係

2.東アジア地域における中日関係と経
済協力
12000年以降の中日貿易関係の推移
2中日韓協力の枠組みにおける中
日環境協力
3「戦略的互恵」を求める日中経済
関係―エネルギー協力を例として

3.日中関係及び日中経済協力の課題
1「チャイナ・プラス・ワン」と日中経
済関係の競合
2「四点原則共通認識」後の中日関
係の行方

キャンパス・アジア共通教科書 東アジアの経済協力と共通利益
編著：田口雅弘、金美徳 ふくろう出版 2015年
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トライアングル連携教育とは、日中韓3校が連携し
ておこなう教育システムで、様 な々形態で運用されて
います。
中韓ワークショップは、1週間程度で協定校および

その周辺地域を訪問し、講義、現地学生とのディス
カッション、企業視察、歴史遺産視察等をおこなうも
のです。キャンパス・アジアの入門編です。
サマースクールでは、共通善について本格的に学

びます。3校の学生が合同で、東アジアの哲学、思
想、歴史、伝統から、各国の現代社会、地域の課題
などを学び、さらに地域とも交流しながら討論するプ
ログラムです。
まちなかキャン
パス、リージョナ
ル・カンファレン
スでは、地域の
人々と交流し、
お互いの国を紹
介したり、地域の
諸問題（環境問
題、少子高齢化、
まちづくり、産廃
問題、地域の歴
史と現代）につい
て時には合宿形
式で議論します。
事後教育では、長期留学を終えた学生、これから
留学する予定の学生、岡山大学に留学中の学生が、
同じテーブルを囲んでマルチリンガルで議論をします。
総仕上げの学生フォーラムでは、共通善を中心とし

た学生、院生のプレゼンの後、3校の学生、院生によ
る徹底した学生のディスカッションがおこなわれます。
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キャンパス・アジアでめざす
東アジア次世代リーダーへの道
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山田 翔 ShoYamada

岡山大学経済学部経済学科4年生
■留学期間：2013年3月～2014年2月（1年間）

留学の後半からは、経済学部で中国人の学生と一
緒に経済専門授業を受け始めました。受講した講義
は西方経済原理（マクロ経済学）、政治経済学（マル
クス社会主義）と会計学で、それらは中国語の授業と
違って、先生の話すズピードはより早く、授業の内容
も専門的で、この時点でも私の中国語はまだまだで
（今でもまだ難しいのですが…）、毎回の授業の度に
必死になって聞き取ろうとしていました。中国の学生
たちは日本の学生たちと異なり、授業中に先生の問い
かけに大きな声で返答したり、自分の意見を発言した
りするなど、積極的に授業に取り組み、休み時間にも
大勢の学生たちが先生に分からないところを聞きに
行ったり、休日でさえも朝早くから図書館に勉強に行
き目的意識をもって学習する中国人学生の勤勉な姿
勢に刺激を受け、これは日本人学生も見習うべきとこ

ろだと痛感し、私
も彼らのようにもっ
と努力して学習し
ようと決意を新た
にしました。
またこの留学期
間中に起こった日
本の尖閣諸島国

有化に端を発した中国での反日運動の高まりは私に
とって衝撃的な出来事でした。…そんな状況下にお
いても、本当に沢山の友人が「両国の政治と友情は
全く関係がない。」と励まし、「外出の際には、極力日
本語を話さないように…」などとメール等で注意をして
くれました。中国全体がたとえどんなに反日感情が高

まっている中でも、今までと変わらずに接してくれる友
人たちの優しさに本当に感動しました。
日中国交正常化40年間以来、日中関係が最も悪
化したと言われた年に留学し、両国の関係が崩れて
いくのを実際に目にすると同時に、中国人の思いやり
や情の厚さに触れ、彼らの良い所に気づくことによっ
て、留学する前まで私がイメージしていた乱暴でマ
ナーが悪いなど、マイナス面のたくさんあった中国人
像がだんだんと変わっていき、しだいにはこの人たち
と一生付き合っていきたいと思えるようになりました。
そこで、関係が冷え切っている今だからこそ今まで以
上にもっと両国民間交流を盛んに行い、多くの日中両
国民がお互いに持っている誤ったイメージを変え、相
互理解を推し進め、まず草の根から日中友好関係の
修復をすることが重要であると思います。将来、私も
そのようなお手伝いが出来れば、このプログラムに参
加させてもらった恩返しが少しでもできるのではと思
います。

キャンパス・アジアは真摯な議論のプラットホーム

中国・吉林大学へ留学派遣
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徳永百合 YuriTokunaga

岡山大学教育学部養護教諭養成学科1年生
■留学期間：2013年3月～2014年2月（1年間）

「東アジアの相互疎通と漢字文明」は、「東アジア
古典学入門」よりも授業に参加しやすく、私も何か努
力して成果を残したいと思い、韓国人1人、中国人2
人、日本人の私の4人でグループを作り、発表するこ
とにした。テーマは、東アジア政治・経済共同体の可
能性と展望（TCS－日中韓協力事務局、TPP－環太
平洋戦略的経済連携協定、RCEP－東アジア地域
包括的経済連携の活動を中心に）というものだった。
私たちのグループは、これに加え、日韓の竹島問題
と日中の尖閣問題の2つの領土問題についても取り上
げた。非常に敏感な問題であるが、学生同士だから
こそできる正直な意見交換は、とても新鮮で、リアル
で、充実感があった。意見がぶつかり、まとまらない
ことも多 あ々ったが、そんな過程の一つ一つが貴重な
経験だった。そして、この授業を通して、キャンパス
アジアの存在意義についても考えるようになった。将
来、国の外交に関わりたいと願っている優秀な学生同

士が、学生時代から交流し、自由に意見交換できる
制度があれば、東アジアの外交は今よりも良い方向
に進んでいくと思う。そして、その制度がキャンパス
アジアではないかと思う。キャンパスアジアの留学制
度は、私が韓国で見てきたどの留学制度よりも恵まれ
ていると感じた。学生間の交流が行える場が多くあり、
十分な奨学金も支給され、宿舎の利便性も良く、困っ
たときには手助けしてくださる方がたくさんいたため、
勉強に専念できる時間も十分にあった。時にそれが
重荷に感じることもあり、自分の無力さを痛感すること
もあったが、キャンパスアジアの留学プログラムは、
今後、もっとレベルを上げながら広め、継続させてい
くべきだと感じた。

韓国・成均館大学校へ留学派遣
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蘇 暢
吉林大学外国語学院学部3年生
■留学期間：2013年3月～2013年9月（半年間）

中日韓三国の先生や学生たちの交流および討論
によって、「歴史認識」の問題について、自分なりの考
えも出てきた。「歴史認識」という問題はコインの両面
であり、またニワトリとタマゴの関係にも比喩されること
ができる。つまり、国への愛国心というのはどの国で
も同じように利益や国際地位のために、自分側に有
利な点だけ発言してしまうということである。歴史認
識の問題が解決できないと、国と国の貿易や文化の
交流もうまくできないと思う。つまり、過去とどう向き合
うかという歴史問題が非常に重要な課題だと思う。
ヨーロッパと比べて、アジア諸国間の交流がどれほど
不十分だと思って、これからも、もっと交流団体を
作って、一緒に努力するべきじゃないのではないで
しょうか。例えば、キャンパスアジアの教養科目サ
マースクールのような、韓国と中国から学生が来て、
ここで単位や証明を授与するというような制度にして、
また、帰国しても通用するようなチャンスが増えれば、
お互いへの交流や、協働も前に大きな一歩を進んだ
のではないでしょうか。
もう一つ、これからの道を考えてみると、ただの謝り
や責任を取ることだけではなく、お互いの歴史を認識
し、また歴史から有意義なものを見つけだすことであ
る。つまり、歴史の中で悪い意味のものだけではなく、
われわれ東アジアの進歩や、明るい未来も見えるの
ではないでしょうか。トランスナショナルな歴史像を求
めることは、交流が必要である。歴史というのに対して、
もし誰も自分の被害を強調してばかりいると結果はでき
ないと思う。だからわれわれが交流によって、トランス
ナショナルな歴史像を求めることにがんばりたいと思う。

楊程博
吉林大学大学院数量経済学博士1年
■留学期間：2013年3月～2013年9月（半年間）

中日韓三国は地理的な近接性、経済的な相互補
完性、経済面での協力の発展及び人的交流の増加
に伴い、相互に経済や貿易の重要なパートナーとなり、
地域の問題及び国際問題における協調と協力を間断
なく強化してきている。中日韓三国の協力は東アジア
の未来に関係するが、三国の未来を開く鍵、即ち、三
国の「共通善」へのアプローチは二つである。その一つ
は過去、即ち歴史認識問題に関しての再検討で、もう
一つは現在、即ち経済、政治、文化などの分野におけ
る協力をさらに強化することである。……経済協力に
基づいて、相互理解及び相互信頼を高め、未来にお
けるより良い三国間協力のために多様な交流の経路を
拡大するという目的に向け、三国は、人と人との交流、
文化、教育といった様 な々分野において協力を強化す
る。青年の間の接触を増進させるために、人的交流の
奨励及び促進を継続する。また、有形及び無形の伝

統的文化遺産、文化的多様性並びに文明間対話の
保護及び発展を始めとする分野における協力を強化
するために、文化交流及び文化協力を精力的に発展
させる。教育分野における三国間協力を引き続き支
援する。三国は、キャンパスアジアなどのようなプログラ

中国、韓国から日本・岡山大学へ留学受入

長期留学生の声（受入）
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ムを通して、それぞれの高等教育機関の間の学生交
流を拡大するための協力を強化し、互いの成績評価、
学位及び単位の相互認定などの制度を促進する。

李賢珠
韓国成均館大学校文科大学博士2年
■留学期間：2012年4月～2013年3月（1年間）

韓中日の共通善という漠然とした概念は、小さな連
結のひもから具体化するようだ。漢字文化圏、儒教
文化という共通点に対する認識と文化的同質性を皮
膚で確認した契機であった。もしかしたら、東アジア
三国のつながりも、こうした文化的連帯感からはじめ
ることができないかという気がする。
人に初めて会う時、必ず確認することになる名前も

そうである。西洋人と名前を交換する時は、互いに
名前の発音を正確に確認して記憶するのに止まって
しまう。日本や中国の友人たちと初めて会った時、互
いの名前に対して、短い印象を話しながら共感できる
点が、非常に楽しかった。初めては少しぎこちない雰
囲気でも、名前を契機にし、話が続いて親しくなるこ
ともあった。文化の共存がとても大きな連帯感を形成
することになるのが実感できた。

金昭延
韓国成均館大学校文科大学学部3年生
■留学期間：2012年4月～2013年3月（1年間）

留学生活はただの学問的は修学や言語能力の向
上のみが全てだとはいえない。海外での生活で自ら

の国際的な感覚やヴィジョンを広げられるというそれ
以外のメリットも存在する。キャンパス・アジアプログ
ラムのスローガンとその内容に初めからすべて共感し、
言語や専攻が全て相応しい最初から完成している人
材で始まることも良い。それは皆ができることでもない
し、それより外国での体験を通じてその国を理解し、
試行錯誤を重ねながら言語の実力が増え、将来東ア
ジア共同体の形成に必要なリーダーシップを持つ人
材と成長することのプログラムの一番大事なところで
はないかと思う。この1年の経験は私に短い間であっ
たが、日本という国がどのような国であり、その国の文
化や政治、また歴史認識がどのようになっているのか
自ら体験することができた、とても大事な時間となった。
特に去る2012年に激化した東アジア領土問題は今ま
で領土紛争や歴史問題に対して特に認識していな
かった周りの日本人の友達に好奇心を呼び出して、と
ても敏感な問題であるため普段はあまり言えなかった
領土や歴史紛争に対する熱い議論もできるようになっ
た。また現地で直接に学ぶ日本の政治や東アジアの
古代史、明治憲法、アジア主義に対する認識などの
授業で、遠い韓国からただ文字だけで‘読んだ’日
本人の認識というものとはまた違う、自ら体験して‘解
かった’知識を身につけるようになった。そういう意味
からみるとキャンパス・アジアプログラムはそのきっか
けを提供したいい機会となったともいえる。
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自らの体験を通じて学ぶ
菊池 章 AkiraKikuchi

工学部機械システム系2年生
■留 学 先：中国・首都師範大学
■留学期間：2013年8月5日～2013年8月31日（3週間）

日本で報道された中国に関するニュースにはどのよ
うなものがあるだろうか。「住宅の崩壊映像」「尖閣諸
島での領土主張問題」、「大気汚染とPM2.5」、「イン
ターネットと情報規制」、「模倣品や海賊版の商品」そし
て「反日デモ」などが私には浮かび上がる。このような
ニュースは誰もが聞いたことがあると思う。確かにこれら
の問題は、紛れもない事実であるし日中で協力して解
決策を模索していかなくてはならないものばかりであると
思う。だが、こういったニュースは時にあまりにも取り上
げられすぎているのではないかと思う。つまり、私が危
惧しているのは、メディアが事実の側面を強調するとと
もに、それを見ている我 が々さもそれが全てであるかの

ように捉えてしまうという事態
である。そしてさらにその情報
で中国を嫌いになってしまっ
た大人たちが、中国とはどの
ような国かを子供達に伝えて
いく現実である。（・・・）
私が言いたいのは、視聴
者である国民が偏った情報

だけに左右されずに、偏見を持つことなく中国という国
を見て欲しいということである。それに日本も同じような
ことをしていたという事実を棚に上げて他国を批判する
のは間違っていると思う。中国も日本もお互いの嫌な
部分にばかり目がいってしまいがちであり、尊敬すべき
たくさんの点に盲目的になってしまっているのではない
だろうか。そしてこのことがわかった私にできることは、
自分が体験したありのままの事実を、偏見をもって中国
を見つめている人達に伝えていくことだと思った。

人 と々の交流を通じてその国を知る
山田夏実 NatsumiYamada

文学部人文学科4年生
■留 学 先：中国・首都師範大学
■留学期間：2013年8月5日～2013年8月31日（3週間）

国と国の問題となると複雑で難しいのですが、人と
人との関わりとして考えると、案外スムーズにいくように思
います。初めは仲良くなった人の国が○○だったから、
○○人に良くしてもらったから、その様な理由から外国
への興味を広げて、いいところも悪いところも含めてその
国のことを知る。そのような経験を積み重ねていくことで
自分も成長出来るし、交流における草の根活動にもな
るのではないかと考えます。

ありのままの社会を体験
岡村優衣 YuiOkamura

文学部人文学科2年生
■留 学 先：中国・首都師範大学
■留学期間：2013年8月5日～2013年8月31日（3週間）

授業のない午後は、一緒に留学に来た他のメン
バーや、留学先でできた様 な々友達と一緒に大学の外
へ出て、北京という都市、中国という国を自分の目で
実際に見て、肌で感じました。北京は実際に生活して
みると、非常に暮らしやすい都市でした。自分の母国
である日本は先進国だと、ずっと考えていましたが、交
通手段などはむしろ北京や上海の方がわかりやすく、
非常に発達しているのではないかと思わずにはいられ
ませんでした。しかし、やはり貧富の差は大きいようで、
お年寄りや小さい子共までが物乞いをしていたり、日
本では決して見られないような胸の痛む光景を何度も
目にし、その度に複雑でやりきれない思いを抱きました。
どうにかしたいけれど、どうにもできない自分の無力さを

体験の中から学ぶ隣人たちの暮らしと環境

短期留学
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何度も感じ、世界の厳しい現実を直視せざるを得ませ
んでした。異文化という面では、日本と中国は隣国で
あり、昔から影響しあった国ではあるけれど、多くの違
いがありました。中国人は日本人のように遠回しな言い
方はしないし、接客やサービス面でも日本とは全く違い、
驚きや戸惑いを感じることも多かったですが、逆に日本
にはない中国の良さも感じました。
このように、座学で言語を学ぶだけではなく、その社
会の内側や問題点にまで目を向け、今回の留学の考
えるべき大きなテーマである「共通善」について深く考え
ることができました。

知ろうとする意欲が交流の第一歩
新居田亮子 RyokoNiida

法学部法学科2年生
■留 学 先：韓国・成均館大学校
■留学期間：2013年8月3日～2013年8月24日（3週間）

いろんなことがあった3週間でしたが、私が最も印象
的だったことは昨年度岡山大学に短期留学へ来てい
た成均館大学校の学生さんとの交流でした。初対面
で韓国語を上手く話せない私に日本語でとても優しく
接してくれました。そして、会話をしていて日本や日本
語の勉強に対してとても熱心なことが伝わってきました。
そのことを感じて、日本人である私ももっと韓国語を勉
強し、そこから韓国のことを知る必要があると思いました。
今日では日韓の政治的対立が報道され、反日的な社
会風潮が強まっている気がします。私もこの留学につ
いて家族に相談した時、最初は反対されました。しか
し、私が出会った人達は大勢の中のほんの一部の人
達ではありますが、私達日本人にとても親切で、いい
印象を受けました。実際に話をして、お互いをもっと知
ろうという姿勢が本当に大切なことだと感じました。この
関係をいつまでも続けていきたいと思いました。そのこと

に初めて気が付くことができ、とても有意義な3週間を
送ることができたと思いました。

人の温かさに触れ
語学習得の意欲を高める
田中佑佳 YukaTanaka

医学部保健学科2年生
■留 学 先：韓国・成均館大学校
■留学期間：2013年8月3日～2013年8月24日（3週間）

3週間という短い時間でしたが、韓国に行って感じる
ことがたくさんありました。最も印象的だったのが、韓国
で初めてスーパーに行ったときのことです。私たち全員
と、先生とで行ったのですが、お店のおじさんが私たち
が日本から来た留学生だと知って、こう言いました。
「日韓の間でさまざまな政治的問題はありますが、仲良
くしましょう。少しでも韓国に対して良い印象をもって
帰ってもらいたい。」そして私たち全員に缶コーヒーをお
まけしてくれました。まだまだ韓国語の勉強不足で、た
だただ“감사합니다”と言うことしかできませんでしたが、
とても温かい気持ちになりました。
また、韓国の人は親切な人が多く、地下鉄でもお年
寄りには必ず席を譲り、空いている席があれば、知らな
い人にでも向こうの席空いてますよと声をかけ、わたし
たちが迷って、黙って「こっちですよ」と助けてくれました。
韓国の人は他人であっても親切で、人とのつながりを
大切にしているのだなあと感じ、見習うべきことであると
感じました。ここには全て書ききれませんが、たくさんの
いい出会いをし、人の温かさに触れ、文化の違いを発
見していく中で韓国と日本それぞれのよさを改めて感じ
ることができ毎日本当に新鮮でした。このプログラムに
参加できて心からよかったと思います。これからもっと
韓国語の勉強を頑張りたいと思います。ありがとうござ
いました。
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異文化体験から「共通善」探求へ

「CA中・韓留学体験ワークショップ」は、2012年度、
2013年度から本年度にかけて、改良を重ねてきました。
2012年度ワークショップの主要な目的は、①中国・
韓国への関心を喚起すること、②実体験を通じて相
互理解には何が必要かを知る機会とすること、③これ
らによりCAプログラムでの短期・長期留学を促すこと、
でした。したがって、ワークショップを人材育成プロ
グラムの導入と位置づけ、参加学生には基本的に海
外経験のない1、2年生を優先して選抜しました。
2013年度は、基本的目的は踏襲しつつ、①東アジ

アというリージョナルな視点の導入、②「共通善」探求
というテーマの強化を念頭にしました。そのため、海
外留学（とりわけ欧米）の経験者等を含め新たに中
国・韓国への関心や東アジアという視点を開くことが
効果的に行える可能性を含めた参加学生の選抜を
行いました。事前教育から現地での研修における
ワークショップにかけて、「共通善」とは如何なるもの
かを各人が考察し、議論する機会を拡充しました。
2014年度は、東アジアの共通善に基づいたワーク

ショップの拡充に重点をおき、選抜学生には、海外留
学経験者のみならず本プログラムの長期留学経験者
や交流プログラム体験者を配置し、学生グループ内
での啓発も効果的に行うメンバー構成としました。

このように、本プログラムはCAプログラムの導入部
という位置づけのみならず、中国と韓国の両国におい
て人的交流や「共通善」教育をベースとした実践的学
習を行うという、より内容の深いメニューに進化・拡大
しています。

単位化、事前・事後学習の充実

2014年度ワークショップは、夏期集中講座として単
位化され、教育内容の充実が図られました。従来の
ワークショップに比べ、現地での研修先を絞り、講義
やディスカッション、プレゼンテーションの時間を拡
大しました。とりわけ、CA協定校である吉林大学（国
際外交学院）と成均館大学（文学部）における教員の
講義、質疑応答、ディスカッションがプログラムの中
心とする構成になったことは、「留学体験」ワークショッ
プとしても効果的なものでした。また、事前教育から
現地での発表、事後研修へと、学生に与える課題の
量と内容が拡充しました。学生は、これらの課題に取
り組むことにより、①相手国のみならず「自己」を再認
識するという作業と、②プレゼンテーション能力の向
上を試みることができるようになりました。

対話の中から学ぶ

今回のワークショップでは、吉林大学と成均館大
学でのプログラム担当教授たちから、極めて内容の
濃い講義が提供され、学生に多くの課題を投げかけ
るかたちでワークショップが進行しました。靖国問題、
謝罪、歴史認識といった課題を含むテーマを中韓の
先生方が各々の視点や言葉で語りかけてくれたもの
を、学生は真摯に受け止め、自分なりに考えてみる契
機となりました。来年度の中韓ワークショップは、さら
にこうした議論をマルチリンガルでおこなう試みを組
み込む予定です。

プログラムの深化と拡大

CA中韓留学ワークショップ
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2012年度（2013年3月17日（日）～3月23日（土））は中国（上海）および韓国（ソウル）にて研修を行った。

中国・上海では文化、
史跡見学として豫園、
中国茶文化博物館
を訪れた。

企業訪問で訪ねた
宝山製鉄では、企業
大学講師から発展す
る中国産業の人材育
成に関して講義を受
けた。見学では宝山
製鉄のとてつもない規
模の大きさ、中国の
第二次産業の力を目
の当たりにした。

1

2

上海師範大学を訪
問し、日本語学科
の学生との交流会
で、熱烈歓迎を受
け、会話もはずんだ。
ひとときの出会いが、
離れがたい友情を
結んだ。

4

上海市内のコミュニティセンターで書道の講義を受け、家庭訪問（共同アパート）をした。

ソウル（韓国）の史蹟・市内見学で
は、日本大使館裏の「少女像」を見
学した。昌徳宮では伝統礼法講座
に参加。礼節や「茶礼」の存在から
日韓の文化の共通性も認識した。
成均館大学キャンパスでは、キャン

パス・アジア専任の南先生から異文
化を知る留学という経験について講
義を受けた。岡大から帰国したばか
りの成均館大学のキャンパス・アジア
生とも交流できた。
企業訪問で訪れたサムソン広報セ

ンター、ソウル観光局では、特に韓国
のハイテクを実感し、産業の側面から
東アジアの共通善を追究することの
意義について考える視察となった。

5

次に訪れた上海鶴山針織服装工場では大勢の縫製担
当の女性が低賃金で勤務する“MadeinChina”の現
場を見学した。

3

2012年度ワークショップ
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2013年度（2014年3月1日（土）～3月8日（土））は、中国（青島）および韓国（釜山）で研修を行った。

長い船旅の時間を使って、青島の歴史や中
国語、釜山の歴史や韓国語を事前学習した。

中国・青島市では、
青島ビール工場やド
イツ占領時代の風情
を残す街並みを見学
し、ドイツ占領時代の
歴史を学んだ。

1

2

中国海洋大学（日本語科）
を訪問し、「東アジアの相互
理解」レクチャーの後、学生
交流。同じ大学生としてす
ぐに親近感を感じられたこと
が新鮮だった。

現地企業訪問では、綺麗グループ青島工場で日中が共同して行う企業活動の現場
を見学し、文化の違いを超えて協業することの意義や課題について考えた。

3

4

CA中韓留学ワークショップ

2013年度ワークショップ
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東義大学では、講義「東アジアの相互理解
とは」を受講した後、学生交流と意見交換を
行った。

企業見学で訪れたルノー社との合弁Samsung社やAPEC会場の見
学では、先端技術に触れ、発展する韓国の国際化を目の当たりにした。7 8

5

6
釜山では、釜山タワー、李舜臣像、忠烈
祠、釜山近代博物館、釜山博物館を見
学し、韓国にとっての「独立」に思いを馳
せると共に、近代日韓関係を解説するビ
デオや韓国の視点から描かれる歴史展
示を通じて歴史認識の問題を考えた。

次に、イオングループでは
領土問題による日中関係の
悪化を背景に生じた激しい
反日運動の生 し々い体験談
と企業活動の展開について
話を聞いた。



36

キ
ャン
パ
ス・ア
ジ
ア
構
想・拡
大・深
化

包
括
的
シ
ス
テ
ム
の
構
築

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
連
携
教
育

第
２
部

2012年度、2013年度ともにワークショップを通じて議論を行い、皆で共通善について考えた。

我 の々考える「共通善」とは何か？
東アジアの相互理解と
共働に関わる共通なる善とは。

CA中韓留学ワークショップ

船上でも現地でも徹底討論
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其 が々「共通善」を考えること自
体が、共通善の実現の始まりで
あると結論づけた。
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歴史と真摯に向き合う

私はこのワークショップを通じて、日本人が中韓の
歴史とどう向き合うべきかについて考えた。
結論からいうと、私は、今回歴史認識の問題はそ

れ自体単独のものとして捉えるべきではないかと考え
る。なぜなら、本当の意味で歴史認識の問題に真摯
であるならば、その問題の解決によって得られる経済

や外交における
利益とは本質か
らして異なるの
ではないかと感
じたからである。
要するに、日

中が経済的に相互依存の関係にあるから、あるいは
政治的に友好関係にありたいから歴史問題に向き合
う、という姿勢ではなく、一人一人の人間として、現在
の日本人が、過去の戦争で起きた事実に、真摯に向
き合うことが、日中韓の関係を考える上で、まず大切
なことではないかと考えた。それを発展させてゆけば
いつかそれはお互いの心に通じ、共通善になり、3国
が本当の意味で友好関係を築けるかもしれないと
思った。 （鹿森沙恵香 文学部人文学科3年生）

高齢化社会対策に見る共通善

韓国で特に印象に残ったのは、自生韓方病院の視
察である。東洋医学は針、植物を使った薬において、
西洋医学は解剖学、外科的手術を発展させてきたの
であるが、それぞれの良い部分を融合させた形がま
さにこの自生韓方病院の医療システムに表れていた。
とりわけ医学的な面において日中韓がうまく競合でき
るもの、病院から共通善を具体化していくヒントが得ら
れた。

またアサン病院において、名古屋大学病院とも連
携して看護の上でも細かいケアや徹底したシステム
を行っている点は非常に印象深く残った。日本独特
の細かなケアというものが重要視されていることに、素
直に嬉しく感じた。韓国の世界トップレベルの医療シ
ステムから学ぶことは本当にたくさんあり、また韓国も
高齢社会であるため、日本の抱える問題を解決する
うえでもよい見本となるだろう。日本では特に医療面
だけでなく、産業全体が需要の高い高齢者向けの
サービス強化に重点を置いているように感じる。政策
も高齢者を医療面で支えることを全面に出しているよ
うで、国は目先の利益にばかり気をとられている。そ
のような国の国民への影響も大きいとも考える。私た
ちはもっと大きな、長いスパンでの利益を考えるような
ことをしていかなければならない。そのために、日中
韓が手を取り合っていくことが期待されているのだと
思う。 （藤田結実香 医学部保健学科2年生）

議論を通じて歴史を考える

国が違えば、育ってきた環境も違うし、受けてきた
教育も異なる。そのため、歴史認識や領土の問題が
でてくる。共通の指針のようなものがあればよいと
思ったが、ワークショップの講義中に東アジアで共通
の教科書を作ることは非常に難しいと先生がおっ
しゃってたのを思い出した。確かに私たちは自分のよ
い部分しか物事を見ようとしないし、歴史の都合のよ

中韓ワークショップ最終レポート

CA中韓留学ワークショップ
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い時間だけを取り出して解釈をす
るため、どんなに議論をしても全て
の国が100％納得するものは決し
てできることはないだろう。では、
どうすればよいのか。これらを解
決する手立てはないのか。
それを考えていく上で、靖国神
社参拝の問題がよい例になると思
う。この問題はワークショップの王
秋彬教授との授業でよく議論され
た。総理大臣が参拝する時期に
なるたびによく報道されていること
ではあるが、岡山で暮らす私に
とってはいまいち身近に感じられず、
あまり興味を持ったことがなかった。
そのため、なぜ参拝するのか、どうして参拝すると問
題になるのか知らなかった。また、この問題について
同年代の人 と々ディスカッションするのは初めての経
験だった。このように歴史問題に触れる機会が少なく、
興味が希薄な現代人は本当に多いと思う。教育の面
で、取り上げられることがまだ日本では少ないし、よく教
科書での記述の仕方が問題になるように日本も自身に
都合のよい解釈をしているかもしれない。

（鈴木伽奈 薬学部創薬科学学科1年生）

協力が互いの利益を生む

吉林大学の二人の教授が今後の日中関係につい
てレクチャーをしてくださる機会があり、そのレク
チャーから感じた事は、日中の関係は相互扶助という
形でしか両国の最大限の可能性を発揮することは出
来ないということ。これまでのように、お互いの歴史認
識の歪みから生まれる対立、経済力を武器にしての
外交・交渉をしていては、日中間の狭い中での競争

で一喜一憂し、注目すべき世界経済・世界史上との
競争に勝っていけないということを感じた。そのことに
注目した時に、レクチャーをしてくださった王先生が
「今後確かに中国が日本の経済力を追い抜くときが
来るだろうが、それで日本に対して傲慢になったとこ
ろで中国経済の発展にはベストの選択肢ではない。
なぜなら、日本と中国が本当に協力し合った時に、欧
米を超えるほどの影響力を持つ事が出来る。それが
最も理想的な日中関係であり、お互いの経済を最大
限に成長させるためには必要なこと。」と言われたこと
が印象的であった。

（高井智光 経済学部経済学科4年生）
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実践知をキーワードに地域で学ぶ

「リージョナル・カンファレンス」、「まちなかキャンパ
ス」は、大学のキャンパスを飛び出して、地域で実践
的に学ぶプログラムです。
3国が抱える共通の社会的課題として、発展と経済
格差、少子高齢化、地域活性化、環境保護などの問

題があります。こ
うした問題を現地
視察で学び、さら
に地域住民や専
門家を交えて3カ
国の学生が討論
します。
また、地域の歴
史、文化に触れ
たり、3国に関連
した遺跡を訪ね
て議論するなど、
様々なメニュー
が用意されてい
ます。

多言語セミナーでポスター発表

リージョナル・カンファレンスでは、現地視察に引
き続いて、地域住民や専門家を交えたセミナーを現

地で開催し
ます。ここ
では、多言
語セミナー
（「実験教室
多言語セミ
ナー」の項
参照）形式
で、日本語、
英語、中国
語、韓国語
のチームを
作り議論し、
ポスター発表して相互に批評します。
例えば、豊島で産業廃棄物不法投棄、環境保全

て しま

の議論をした際は、日本語チームは豊島住民の健康
問題について、英語チームはグローバルな環境政策
について、中国語チームは国家の責任について、韓
国語のチームは住民運動の役割についてプレゼンし
ました。このように、同じテーマを議論しても言語によ
り切り口に特徴が出るところがこのセミナーの魅力とい
えましょう。また、こうした身近な社会問題を、3国の
学生が真剣に議論して共同で解決策を導き出そうと
するプロセスは、まさに私たちが目指している共通善
教育の根幹でもあります。

瀬戸内海・豊島の産業廃棄物不法投棄について
てしま

現地を視察し討論

地域の文化と生活について体験学習し、
町並み保存や地域福祉について討論

リージョナル・カンファレンス地域復興：経済と人材育成１０/２７-２８
２０１２ まちなかキャンパスつなぐ、未来のアジアンクラット１１/２０

まちなかキャンパス環境再生の視点から地域開発を学ぶ１２/１３
まちなかキャンパス幸せな発展とは ～高度経済成長が伝統的な暮らしに与えた影響～１/１８

２０１３ ―瀬戸内海・牛窓における日中韓三国間の経済・文化交流―６/１４・２２
リージョナル・カンファレンス『東洋』と『西洋』の文化交流・融合１０/２５・２６
リージョナル・カンファレンス環境学習で、人とまちと未来をつくる１/２５

２０１４
まちなかキャンパス高度経済成長の光と影生産から廃棄公害問題の現場に学ぶ５/２４-２５
リージョナル・カンファレンス野崎武左衛門と武吉郎について学び、近代日本の塩業および地域経済について考える。６/２７-２８
リージョナル・カンファレンス岡山地域の歴史文化との触れ合い１１/４・８

リージョナル・カンファレンス、まちなかキャンパス一覧

リージョナル・カンファレンス
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留学の成果報告と討論

毎年2月および9月に、長期留学プログラム派遣お
よび受入学生全てが集合し、各国における留学生活
を通じて得た「東アジアの相互理解」に関する考察を
留学先の習得言語によって発表し、熱く意見交換を
します。フォーラム終了後、修了証書授与を行います。
学生たちは習得した言語能力を使って、相手国の
社会や文化、人間について留学という実践学習を通
じて得た理解を披露し、新たな問題意識を共有しま
す。また、発表では「共通善」についてそれぞれの立

場で考えたことを織り
交ぜ、相互に「共通
善」とは具体的に個々
にとって何を意味する
かを討論します。
「学生フォーラム」は、
1）学生カンファレンス
（個別発表）、2）学生
シンポジウム（ディス

カッション）の
2部構成でおこなわれます。カンファレンスで
は、「私の理解した中国／韓国／日本：“共
通善”へのアプローチ」と題して各学生が習
得言語（留学先国の言語または英語）で発表
をおこないます。発表原稿は、発表言語およ
び母国語の二カ国語からなる『CA学生フォー
ラム発表原稿集』としてまとめられています
（巻末の資料一覧のページ参照）。
また後半では、グループワーク（2012年
度）、あるいは前年度派遣OB学生をファシリ
テーターとするディスカッション（2013年度）を
おこないます。2012年2月は1泊2日の合宿を
おこない、じっくりとグループディスカッション
をおこないました。

キャンパス・アジア学生フォーラム

3国学生メンバーによる岡山大学キャンパス・アジア・ソング
―『同じ空の下』を披露

ディスカッション

キャンパス・アジア学生フォーラムの様子
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共通善をめぐる講義と討論
サマースクール

サマースクールでは、共通善、日中間の思想、伝
統、歴史、政治、経済について、相互理解を深めま
す。各分野の研究者による講義、学生同士の討論に
加えて、フィールドワークを通じた学習が組み込まれ
ています。
サマースクールは、前半のグループが日本語によ

るプログラム、後半のグループが英語によるプログラ
ムになっており、
2つのプログラ
ムの間に、合同
のフィールドワー
クが組み込まれ
ています。
講義では、協
定校やその他の
海外研究機関
から研究者を招
聘し、質と密度
の高いプログラ
ムを実施してい
ます。また、で
きるだけ討論の
時間を確保して、

3国の学生が議論をする機会を多く確保しています。
また、フィールドワークを通じて、地域に残った3国交
流の痕跡を辿ったり、3国が現在抱える共通の問題
（経済成長、格差社会、高齢化と福祉、環境保護）を
現地で体験しながら討論します。
サマースクール後にまとめられた学生のレポート、
感想文等は、ネットで公開されるとともに、日中韓サ
マースクールのプログラム改善に利用されます。
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担 当場 所実 施 内 容時 間日 時
事務局岡山空港日本語の部学生来日２０：００－２１：００２０１５/８/９
司会・白榮勛
Assoc.prof.Bai岡山大学開講式８：４０－１０：１０

２０１５/８/１０

金泰昌
Mr.KimTaechang〃総論「共通善」とはなにか１０：２５－１１：５５

金東建
Mr.KimDongkun〃「キャンパスアジア教育現場から見る日中韓三国の大学文化交流」１２：４５－１４：１５

Facil.白榮勛
Assoc.prof.Bai〃討論「東アジアの共通性」を考える１４：３０－１６：００

金美徳
Prof.KimMidok

〃日本経済の現状と東アジア８：４０－１０：１０
２０１５/８/１１ 〃日中・日韓の経済協力と課題１０：２５－１１：５５

〃討論１２：４５－１４：１５

沈海濤
Prof.ShenHaitao

〃
東アジアにおける「共通利益」と国際社会

８：４０－１０：１０

２０１５/８/１２
〃１０：２５－１１：５５

辺英浩
Prof.ByeonYeongho

〃
日中韓三国の文化交流と多文化社会

１２：４５－１４：１５
〃１４：３０－１６：００

遊佐徹（土屋聡）〃東アジア漢字文化圏における共通性の展開８：４０－１０：１０

２０１５/８/１３
遠山和大〃雪から読み解く東アジアの環境１０：２５－１１：５５
土屋 洋〃東アジアの近現代史１２：４５－１４：１５
孫 路易〃東アジアにおける「儒教」と「論語」z１４：３０－１６：００

英語プログラム参加学生来日
事務局
中村理事
Mr.Nakamura

美観地区
Bikanhistorical
quarter

倉敷美観地区（町屋トラスト）
KurashikiBikanhistoricalquarter(MachiyaTrust)２０１５/８/１４

事務局犬島犬島（アートプロジェクト「精錬所」、ビーチレクリエーション、交流会）
InushimaIsland(Artproject,beachrecreation,party)２０１５/８/１５

事務局閑谷学校
犬島→閑谷学校
閑谷学校（講堂学習、スポーツ大会）
ShizutaniSchool

２０１５/８/１６

事務局曹源寺
閑谷学校→曹源寺
曹源寺（寺見学、座禅、講和）
Sogen-jiTemple(Zenmeditation,Chiefpriest'stalk)

２０１５/８/１７

事務局岡山空港日本語の部学生帰国
Prof.NaomiHosodaOkayamaUniversityTheMigrationwithintheEastAsianRegion８：４０－１０：１０

２０１５/８/１８ Prof.NaomiHosoda〃InterculturalCommunicationswithintheEastAsianRegion１０：２５－１１：５５
Prof.KungangLi〃TheLegalHistoryandCultureinEastAsianCountries１２：４５－１４：１５
Prof.NaomiHosoda〃TheIdentityandtheLanguageofJapaninEastAsiaandtheWorld８：４０－１０：１０

２０１５/８/１９
Prof.KimikoOsawa〃CultureandSocietyinJapan１０：２５－１１：５５
Prof.KimikoOsawa〃PoliticsofJapan:HowItDealswithInternationalPoliticsofEastAsia１２：４５－１４：１５
Prof.DongKwangKim〃CommonGoodorCommonInterest?１４：３０－１６：００
Prof.KimikoOsawa〃WomenandGenderinAsia８：４０－１０：１０

２０１５/８/２０ Prof.DongKwangKim〃AsianValues:ProandContra１０：２５－１１：５５
Prof.KungangLi〃TheConstitutionalLawsofEastAsianCountries１２：４５－１４：１５
Prof.KungangLi〃TheLaborLawsofEastAsianCountries８：４０－１０：１０

２０１５/８/２１
Prof.DongKwangKim〃TheImageryoftheEastAsianCommunity１０：２５－１１：５５
事務局英語の部学生帰国２０１５/８/２２

2015年度岡山大学キャンパスアジアサマースクール・プログラム
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学生の活発な交流を支えるのは、日中韓3校の実
務者レベル協力です。3校の実務担当者は、東アジ
ア諸国の政治関係が難しい中、日常的に密接に協
議しながら共通教育について議論し、制度を構築し
てきました。また、年に数回直接顔を合わせて議論
するほか、年1回は合同会議を開催し、学生の交流
をより密度の高いものにするため尽力しています。

これまでの主な会合

第1回3大学年度合同会議＠岡山大学
日 時：2012年1月17日（火）10：00～16：30
場 所：岡山大学創立50周年記念館大会議室
出席者：岡山大学12名、吉林大学2名、

成均館大学校2名
主要な内容：
①長期学生の受入・派遣、募集状況、事務対応体
制、教育の質保証。
②TheStartupConferenceOkayama2012（3月3
日）打合せ。
③3国ジョイント・ディグリーに関する情報交換と導
入に向けた議論。
④3校の教務事情と問題点討議。今後の共通教
務システムの構築についての提案。
⑤共通善教育研究会の設立。

スタートアップカンファレンス
日 時：2012年3月3日（土）10：00～17：00
場 所：ホテルグランヴィア岡山
出席者：3校関係者、岡山大学関係者、

地域関係者 約100名
スタートアップカンファレンスは、本プログラムの本
格的な開始にあたり、実施3大学の学長・副学長、関
係教職員が一同に集まり開催されました。プログラム
内容を学内外にアピールするとともに、本プログラム
の円滑な実施のた
めの協議・意見交
換を行いました。
3大学関係教職員
をはじめ、地元経
済界関係者、地方
自治体関係者、大
学の世界展開力
強化事業採択大
学関係者、総勢
100名が参加しま
した。

第2回3大学年度合同会議＠成均館大学校
日 時：2013年3月5日（火）10：00～17：00
場 所：成均館大学校 文化大学1階会議室

相互信頼関係が
魅力的なプログラムの基礎

密接な3校実務者レベル協力
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共通善教育、教科書作成、広報、3校の日常的
な連絡会議、人材育成の成果の明確化・数値化、
共通教育プログラムの円滑な実施。
②2014年度実施計画と協力体制。
③人材育成の成果明確化。単位互換・進路の実
績・追跡調査。

第4回3大学年度合同会議＠成均館大学校
日 時：2015年2月2日（月）
場 所：韓国・成均館大学校文科大学退渓人文館
出席者：岡山大学4名、吉林大学3名、

成均館大学校3名
主要な内容：
①2014年度3大学の事業実施内容の情報交換。
実験的取り組みの相互評価。
②2015年事業実施内容と協力体制の検討。
③事業終了後のプログラム継続についての検討。

出席者：岡山大学4名、吉林大学2名、
成均館大学校3名

主要な内容：
①2012年度各大学事業報告。
②2013年度プログラム内容協議。三大学でのCA
共通科目の確立、修了証書の発行、共同サ
マースクールの開催。
③その他、プログラム実施上の課題。

第3回3大学年度合同会議＠吉林大学
日 時：2014年4月9日（水）9：00～16：00
場 所：吉林大学（中国吉林省長春市）友誼会館会

議室
出席者：岡山大学4名、吉林大学4名、

成均館大学校3名
主要な内容：
①各大学の2013年度プログラム実施状況総括。
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キャンパス・アジアでは、日中韓共通教育モデル
開発のため、「とんがった」実験教室を数多く開講して
います。多くの実験は学生の感想やレポートから一定
の効果が検証されています。さらにこれらの授業をブ
ランシュアップしながら、日中韓共通教育モデルとし
て完成していきたいと考えています。

具体的な例を挙げると、まず共通善教育多言語セ
ミナーがあります。この授業は、毎回設定される課題
について、多言語でディスカッションするものです。
一つの授業でいくつかの言語を併用することは、多国
籍のチームで意見やプロジェクトをまとめていくための
良い経験になります。
ナノ・バイオコースと自然系ワークショップは、カリ

キュラムがタイトな医歯薬系、自然系の学生が、国際
交流に積極的に参加できるようにするための仕組み
です。短期集中プログラムや海外ワークショップを企
画し、研究レベルで日中韓の交流を図りながら、最
先端の分野でも共通善の意識を持って判断、行動が
できる研究者、技術者、医療関係者を育成します。

リージョナル・カンファレンスは、東アジア諸国が抱え
る共通の課題（経済格差、少子高齢化、環境保護）を、
地域の人 と々講習しながら学ぶプログラムで、PBL
（ProblemBasedLearning）に対してCBL（Community
BasedLearning）と呼んでいます。
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共通善教育
多言語セミナー

キャンパス・アジアでは、
積極的に「とんがった」
（斬新的で実験的、ときに
は異端的な）授業を学生
と協力しながら開講して
います。その代表例は、
「共通善教育多言語セミ
ナー」（小野真由美講師）
です。
この科目は、キャンパ
ス・アジアの留学生とともに、日中韓の言語を用いた
多言語セミナーを授業の形式とし、現代における日中
韓の社会文化や医療、科学技術に関するテーマにつ
いてディスカッションやプレゼンテーションを行う協働
学習を目的としています。日中韓に共通の社会問題
や、日中韓が共有する国際的な問題を取り上げ、相

互理解を深めると同時
にどのような解決が可
能かについて柔軟に
思考し議論する力を
身につけることが達成
目標です。

多言語で
講義・討論

この講義の特徴は、
ひとつの授業でたくさ
んの言語を併用するこ

とです。授業のほとんどの参加者は、少なくとも3ヶ国
語が使えます。グループディスカッションでは、英語、
日本語、中国語、韓国語のグループに分かれ、それ

多言語セミナー

ぞれの言語で徹底討論します。
各グループ（例えば韓国語）には、韓国語を母国
語とするファシリテーター役の学生、韓国に長期留学
した日本人学生、韓国語が話せる中国人学生、韓国
語を学び始めて留学を希望する日本人学生、などが
参加します。言語の違いによって、議論の内容や結
論に様 な々違いが見られます。その部分を改めて全
員で議論して、最後に教員のコメントで終わります。

柔軟な思考力は多言語ベースで

この授業は、とくにキャンパス・アジアのプログラム
で長期・短期留学を行った学生に、共通善の概念を
実社会で応用し実践することについて考える機会を
持たせることを念頭においた授業です（キャンパス・ア
ジアに関連するプログラムにこれまで参加したことの
ない学生ももちろん参加できます）。
また国際舞台では、様 な々考えとバックグランドを
持つ世界の人々が、その場その場の状況に適応して
様 な々言語を駆使して議論をすることがよくあります。
この授業では、そうした場面で活発に発言し、議論を
リードできるような人材の育成を目指しています。
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第１回 授業の説明
第２回 東アジアのグローバリゼーションは幸福をもた

らすか（田口雅弘）
第３回 歴史問題―日中歴史教科書問題を中心に

（土屋洋）
第４回 日中韓3国における漢字・漢語の使用

（辻星児）
第５回 東アジアの共通善（荒木勝）
第６回 東アジアの共通善（荒木勝）
第７回 東アジアの法（張紅）
第８回 STAP細胞問題などにかかる自然科学教育

の重要性（西原康師）
第９回 歯学から見た東アジアの共通善（長塚仁）
第１０回 出生前診断の判断における日中韓比較

（廣畑聡）
第１１回 死生学からみた東アジアの共通善（宮石智）
第１２回 グループワーク（小野）
第１３回 グループワーク（小野）
第１４回 グループワーク（小野）
第１５回 グループプレゼンテーション・講評・総括

（張紅・小野）

授業の例（2014年第2回）
教材・教科書
日本語文献（田口先生著書抜粋「東アジアのグローバリ
ゼーションは幸福をもたらすか」）
中国語文献（許さん担当）、韓国語文献（李さん担当）
配布物：ハンドアウト

授業内容
（時間軸に沿って、教授内容・方法・学生の反応などを記録）

1.田口先生レクチャー（45分）*スライド26枚
2.グループディスカッション（30分）
1）東アジアのグローバリゼーションの実例を挙げる。
それが、東アジアの社会、経済協力にいかに貢
献しているのか、または障害になっているかを整
理する。

2）東アジアの社会、経済協力はどうあるべきか論じる。
3）各チーム、5～7分でプレゼン。グループディス
カッションでは、言語（日・中、日・韓）を場合に
よって使い分けつつ、議論をすすめる。東アジア
のグローバリゼーションの実例を挙げて論じる。

3.まとめ・田口先生のコメント（15分）

宿 題
次週の授業に関する補助資料を学生の担当者が作成
し、週明けに配布。全員文献を読んで授業にくる。

共通善教育多言語セミナー（2014年）
MultilingualWorkshopontheCommonGoodinEastAsia

■小野真由美講師
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セミナーを中心とした交流

キャンパス・アジア事業では、カリキュラムがタイト
なためなかなか留学の機会がない自然科学系、生命
科学系分野の院生・学生のために、別メニューを用
意しています。岡山大学は全学体制でキャンパス・
アジア事業を推進することを基本としているため、自
然科学系、生命科学系分野の院生・学生にどのよう

自然科学系ワークショップ
（成均館大学校、韓国）

日 時：2013年2月14日～15日
企画名：（学会名）2013BK21Symposiumon

ChemicalMaterialsScience
場 所：DiamanteHall,VivaldiPark,

Hongcheon-gun,Gangwon-do,Korea

企画の概要
成均館大学校化学物質科学研究科が毎年2月に開
催している「BK21Symposium」と融合するかたちで、
自然科学系のワークショップを開催しました。岡山大学
からは、大学院自然科学研究科と大学院環境生命科
学研究科から10名の大学院生（博士前期課程5名、
博士後期課程5名）が参加し、その内、1名が口頭発
表、残りの9名がポスター発表をおこないました。その後、
全員で懇談会をおこないながら、今後の学生の交流に
ついて協議しました。
ワークショップでの発表はすべて英語でおこないまし

た。岡山大学、成均館大学校ともに、大学院生が有
機化学、無機化学、材料科学、生化学、分析化学、
物理化学、地球科学など幅広い分野の研究を発表し、
活発な議論をおこないました。

自然科学系ワークショップ
（岡山大学、日本）

日 時：2012年9月12日～16日
企画名：自然系サマーセミナー
場 所：岡山大学創立50周年記念館 他

企画の概要
岡山大学創立50周年記念館で9月13日・14日の
両日で開催された国際シンポジウム「Bioactive
Okayama2012（BAO2012）」に参加し、口頭とポス
ターによって研究成果を発表しました。岡山大学の農
学部、薬学部を中心とした教員と学生と成均館大学の

にして日中韓の交流に参加してもらうかが大きな課題
でした。
自然科学系学生には、研究発表を中心としたサ

マー・セミナー、オータム・セミナー、ウィンター・セミ
ナー、ワークショップを、生命科学系（医歯薬系）には
ナノ・バイオコースを企画し、理系学生がキャンパ

ス・アジア事業に参加する機会を作ってい
ます。
最先端の研究分野でも、共通善への理
解を持った研究者、学生を育てることが重
要です。これらのセミナーは、単なる研究
発表に終わることなく、学生同士の討論の
場の設定、理系向け共通善教育の導入、
持続的な交流の場の形成、キャンパス・ア
ジア学生フォーラムへの参加などを通じて、
全体のプログラムとの融合を図っています。

自然科学系、生命科学系分野の院生・学生プログラム

事例2

事例1

自然系（理工系）サマーセミナー
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教員と学生の研究交流を深めました。また、参加者学
生全員に対して2名の教員が講演し、「共通善」に対す
る理解、および自然系の研究の取り組みに関する理解
を深めました。
吉林大学訪問の際も、近隣の大学との交流があり、

今回も、岡山大学以
外に、岡山理科大学、
岡山県立大学などと
の交流の機会を設け、
今後の交流の発展に
つながるものとなりま
した。
また、後援団体で

ある岡山県食品新技術応用研究会、岡山県工業技術
センター、NPO法人中四国アグリテックをはじめ、岡山
県下の企業（20社）との交流、情報交換をおこないました。

医歯薬系ワークショップ
日 時：2012年12月11日
企画名：国際ウィンター・セミナー

「アジアにおけるロボット支援手術の現状」
場 所：岡山大学医歯薬総合研究科 他

企画の概要
2012年12月11日に、医歯薬系学生・院生を対象に
国際ウィンター・セミナー「アジアにおけるロボット支援手
術の現状」を開催しました。3国の医学系学生を引きつ

けるには、最先端のプログラムを見学させ、岡山大学へ
の留学を促進させる必要があり、ロボット支援手術のセ
ミナーを開催しながら、ナノ・バイオコースへの参加と、
キャンパス・アジア事業への支援を促しました。また、こ
のセミナー自体が、ナノ・バイオコースカリキュラム本格
実施を控えてのコースを試験的に実施する機会となりま
した。このセミナーを通じて、3校に共通する課題と、そ
の解決に向けた
取組みの必要
性を相互に認識
することができま
した。
結果的に、医
学系においても
キャンパス・アジ
ア事業を実施す
る素地ができ、
長期・短期学生
派遣・受入、薬
学系の成均館
大学とのジョイン
ト・ディグリー協
定締結につなが
りました。このロ
ボット支援手術に関するセミナーは、医歯薬系のキャン
パス・アジア事業のスタートに大きく貢献しました。

事例3

自然系サマーセミナー

自然系（理工系）サマーセミナー

医歯薬系（医学系）サマーセミナーのポスター

上：医歯薬系（薬学系）サマーセミナーでの報告
下：医歯薬系（薬学系）サマーセミナー修了式
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BasicMedicalSciences,Pathology,2ndyearofMS
■留学期間：2013年10月20日～27日

Althoughtherearemanyregionaldisputesamong

thesethreegovernments,wedohavemuchmore

common things.TheCAMPUS Asiaprogram

gatheringalltheyoungstudentswhommaycometo

beleadersindifferentareas.It'snicetoseefriends

fromallthesethreecountries.Icantelleveryoneis

nicetoeachother,fromthisIcanseeabrighter

futureofthecooperationamongus.

Thiscoursegivesmeachancetoknowtheadvantages

ofOkayamaUniversity,whichisoneofthebest

medicalschoolsinJapan.Havingseminarsgivenby

famousteachersisanotherwonderfulthing.Beside

thesescientificactivities,theexperienceofJapanese

cultureisalsoveryimpressive.

JihanWANG［王冀邯］
BasicMedicalSciences,Pathogenobiology,3rdyearofPhD

HereIwantgiveoursincerelythankstoOkayama

university,whogaveusawonderfulmemoryabout

OkayamaandJapan.

WespendfewdaysinOkayama,butit'snever

enoughforus,sincewelovetheenvironmentand

cultureinOkayama.Okayamahospitalisn'tasbigas

thehospitalinJilinuniversity,butwecanseelotsof

advanced medicalfacilitiesand experiment

instruments,thesegavemeadeepimpression.

AnotherunforgettableimpressionisJapaneseSado,

thetraditionalteaculture,Ireallyappreciatethe

connotationofthisart,Iclearlyrememberthefour

charactersonthewall,whichwasChinesecharacters

meansPeace,Respect,ClearandCalmtranslatedin

toEnglish.Insucha

developed country,

to bemodestand

hardworkingisreally

agreattraitthatwe

shouldlearn.

CAMPUSAsiaProgram
NanobiotechnologyCourseReport-SS
Short-staystudentsfromSchoolofPharmacy,
SungkyunkwanUniversity

Min-SangLEE
CAMPUSAsiaprogram giveusachancefor

communicatingeachotherandexchangingtheir

cultureandbackground.Throughthisprogram,we

canunderstandeachotherbetter.Basedonthe

understandingofeachother,wewillgrowasthe

cooperatorandleaderforholdingtogetherbetween

Japanese,ChineseandKorean.Ithinkcommongood

isbecomingtherightpeoplewhonotonlylearntheir

culture,history,andbackgroundofthreenationsbut

alsounitetheirknowledgeandapplytotheir

professionalfield.

ナノバイオコースの受入
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program,wecanthinkaboutthemethodstobenefit

allofus.Byinteractingwithpeoplefromdifferent

country,wecanunderstandeachother'sproblemand

situation,whichcanleadtosolutionofvarious

problemscoveringEasternAsiacountries.Since

Korea,JapanandChinasharespecialsimilarityin

culture like china character,thiscultural

understandingexpectedtobemoreeasilyformed.

TheJapan-KoreaJointSymposiumwasonekindof

thistrial.InthisSymposium,Ibroadenedmyviewof

Japaneseacademy,cultureandpeople.

Thisvisitwasluckyandbeneficialforme.Asa

graduatestudent,Ihadlittlechancetomeetstudents

abroad.ThankstoCAMPUSAsiaprogram,Imet

talented Japanese studentsand professors.In

September,thecolleaguesinourlaboratoryguided

theJapanesestudents,andthistime,theyintroduced

theJapaneseculturetome.Morelastingrelationship

betweeneachotherwasformed,andwetalkedmore

deeply.Inthepointofresearch,throughthisvisit,I

gained many ideasand experiencesto

determine/introducetogoOkayamatostudyornot.

Inthenexttime,Iwishtherearesomenotificationof

theobjectiveofthissymposium,‘commongood’,
beforecomingtoJapan.Tomakesomethinggoodfor

eachcountry,Isuggestdiscussingontopicrelatedto

pharmaceuticalscienceorcourse.Throughthisjoint

symposium,IexperiencedJapaneseweather,meals,

historyandpeople.Themostimportantproductof

thissymposiumwasthegoodimpressiononJapanese

culture.

Sang-JoonKIM
CampusAsiaprogramwasaveryinstructiveprogram

tostudentsofKoreaandJapan.Bythisprogram,

othercountry'sstudentscanstudyinothercountry.

Doingso,Sharingtheirknowledgeandculturewill

bepossible.

Iheardthreeuniversitiesparticipatethisprogram.If

moreuniversitiesparticipatethisprogram,itwillbe

moreusefulprogramtostudentsinCampusAsia.

Furthermore,itwillbecenterofstudentsinEastAsia.

Kyu-MokHWANG
Thelecturewasgreat,becauseitmadeusthinkagain

aboutthecommoncultureandcommonvalueamong

thethreecountriesinEastAsia,whichisSouth

Korea,Japan,andChina.Althoughthereissome

differenceinthelevelsorpriority,weallhave

commonvaluesystem,whichisConfucianism.

Wecannotdenythattherearestillhardshipsto

overcomesuchashistoricalandpoliticalconflicts,but

theseproblemsshouldberegardeddifferentlyfrom

academicareas.Ithinkasthreecountrieshavemany

reasonstohelp each other,which are:spatial

proximity,culturalsimilarity and theirown

professionalisms.Ithinkitisgoodtoaimforsame

goal.

Da-YoungSHIN
CAMPUSAsiaisaunitedprogramthroughKorea-

Japan-China,forthecommongoodofthesethree

countries.Commongoodissomethingthatcanbe

beneficialtoallofrelatednations.Throughthis
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この実験教室は、
アクティブラーニン
グによって、日本人
学生と留学生が写
真を撮る技術を学
び、互いの作品批
評を通じて、表象や
他者理解、コミュニ
ケーションについて
理解を深める授業
です。

日本人学生がキャンパス・アジアプログラムで取り
組むテーマとして、メディアや報道には常に高い関心
が寄せられています。非言語であるが共通言語とな
りうる写真を通じて、相互認識を深めることは、一つの
実験授業として意味深いものです。また、フォトグラ
フィに写る主観と客観、そして公共性について、抽象
的な議論を通じて考察を深めることにより、歴史認識
などの問題に新たな視座を加える可能性も示唆する
ことができました。

また、派遣留学前の学生にとっては、実用的な内
容でした。具体的な撮影技術について指導を受ける
ことで、技術習得の機会を得ることができました。こ
れを機会に、留学中に様 な々ものに関心を持ち、沢
山写真を撮り、留学の記録を残してくれることが期待
されます。

フォトグラフィワークショップ

実験教室 言葉以外の媒体を通じた表象と他者理解
「CAフォトグラフィワークショップ2014―MyFavorite：留学生活を撮り、記録すること―」

プログラム
2015年2月23日（月）
開会挨拶・趣旨説明 10：00～10：10
招聘講師の写真家鈴木光雄氏と
小野真由美講師の対談：「MyFavorite」10：10～11：40
参加学生自己紹介 11：40～12：10
昼食 12：10～13：00
撮影実習 13：00～15：00
グループワーク 15：00～15：30
講師による作品評 15：30～16：30
田口雅弘教授による総評「日常のなかの歴史性」

16：45～17：00
茶話会「非言語であるが共通言語となりうる写真は、
自己と他者という境界を超える力をもつか？」

17：00～18：00

フォトグラフィワークショップのポスター

講師を囲んで記念撮影

作品の講評
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清水惇司（経済学部3年生)
■2015年吉林大学派遣学生

「本日、写真家 鈴木光雄（MitsuoSuzuki）氏
による岡山大学・キャンパスアジア フォトグラ
フィワークショップに参加しました。共通言語と
してのフォトグラフィを考える」をテーマに、午前
中は4年半のマレーシア滞在経験や海外での
作品展示など、豊富な海外経験のお話を拝聴
しました。そして午後は、参加学生全員でキャ
ンパスへ撮影に出掛けました。お題は“My
Favorite”で、各々お気に入りの風景や被写体
をカメラに収めました（最後の2枚の写真は私が
撮影し、講評頂きました）。最後に、各 の々作品
を皆でシェアすることを通じて、非言語である
写真一枚をとってもそれに込められたメッセージ
の違いを見出すことができたのはとても興味深
かったです。フォトグラフィを、コミュニケーショ
ン手段の一つとして考える絶好の機会であった
と思います。加えて、ホワイトバランスの使い方
など、新しい撮影ワザも伝授して頂き、またご好
意で先生のフォトブック“Sakura”にサインも頂き、
収穫の多い1日間でした。鈴木先生、どうもあり
がとうございました。」

学生の作品には、様 な々表現の違いが見られまし
た。日頃学んでいるキャンパスへのプライベートな愛
着を伝えようとする作品（日本人学生）、キャンパスで
生活する学生の表情やキャンパスに存在する歴史の
痕跡に注目した作品（中国人学生）、抽象的・象徴的
な写真を通して自己表現しようとする作品（韓国人学
生）など、着眼点が多様でした。それらの作品を各
自プレゼンして相互に批評することによって、新しい
切り口での相互理解が深まりました。

作品：李正珉
（成均館大学）

参加した
学生から
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東アジア型グローバル教育の
モデル化を目指して

実験教室のモデル化

キャンパス・アジアの現場で積み重ね
られた経験は、様 な々場で共有されるこ
とを目標に、モデル化を試みています。
モデル化の基礎作りとして、キャンパス・
アジアの経験を論文にまとめて公表する、
学生も含めた討論の場を設ける、学会
で報告しモデルのブラッシュアップを図
る、などの作業を進めています。

学会セッションで白熱討論

平成27年3月14日（土）に岡山大学津島キャンパス
で開催された国際教養学会（JAILA）第4回全国大会
では、岡山大学キャンパス・アジアプログラムセッショ
ン「共通善の実現と東アジア型グローバル教養教育」

（コーディネーター：岡
山大学グローバル・
パートナーズ 小野
真由美先生）で、これ
までの取り組みについ
て報告し、キャンパ
ス・アジアプログラム

に参加した学生も交えて、白熱した議論を行いました。
このセッションでは、まず岡山大学キャンパス・アジ
ア事業「東アジアの共通善を追求する深い教養に裏
打ちされた中核的人材育成プログラム」による教育お
よび人材育成の取り組みについて報告しました。続
いて、学生による成果報告をもとに、高等教育におけ
る東アジア型グローバル教養教育のモデル構築に向
けて、その可能性と課題について検討しました。
こうした、「共通善」の実現を理念とする日中韓の共
同教育開発によって、学生の高度なモビリティと多言
語を用いた協働学習が可能となります。

大会HP
http://www.okayama-u.ac.jp/tp/access/access_4.html

国際教養学会（JAILA）第4回全国大会
岡山大学キャンパス・アジアプログラムセッション

「共通善の実現と東アジア型グローバル教養教育」
日時：平成27年3月14日（土）14：15～15：05 場所：岡山大学津島キャンパス〈A41教室〉

コーディ
ネーター

小野真由美（岡山大学グローバル・パートナーズ講師）
キャンパス・アジアプログラム プログラムコーディネーター
2014年度中韓留学体験ワークショップ担当教員
2014年度共通善教育多言語セミナー担当教員
グローバル・パートナーズ スタディ・アブロード部門担当（EPOK）
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必要な教養・知識について考える。日本と韓国におい
て「平和」の概念やイメージ、憲法、日常的な使い方な
どの面において、ど
のような共通点・相
違点があるのか比
較し、その違いには
どのような国家的情
勢や社会・文化的
な違いが影響してい
るのかを考察する。

3.「グローバル化と歴史の共通認識」
（木村崇志、時佳希）

要旨：本発表では、日中の歴史認識について考察する。
発表者はともに専門として歴史学を学んでいるため、多
言語セミナーで講義された日中の歴史教科書の問題に
興味を持った。本発表では、社会的、文化的そして経
済的な結び付きを強める東アジアの中で、依然として解
決に至らない歴史認識をめぐる対立を、教育面と歴史
論争の面から考察し、いかにして共通の認識を持ち、東
アジアという共同体の中で生きるかということについての
自分たちなりの結論を述べたい。

③質疑応答および議論（15分）

発表者 大西彩奈（岡山大学文学部行動科学科2年生）
キャンパス・アジアプログラム2014年度成均館大学校長期派遣生（期間1年）

金東夙（成均館大学校儒学大学東洋哲学科博士課程）
キャンパス・アジアプログラム2014年度岡山大学長期派遣生（期間1年）

徳永百合（岡山大学教育学部養護教諭養成課程2年）
キャンパス・アジアプログラム2013年度成均館大学校長期派遣生（期間1年）
キャンパス・アジアプログラム2012年度成均館大学校夏季短期留学派遣学生
キャンパス・アジアプログラム2012年度中韓ワークショップ派遣学生

時佳希（吉林大学文学院修士2年）
キャンパス・アジアプログラム2014年度岡山大学長期派遣生（期間半年）

木村崇志（岡山大学文学部）
キャンパス・アジアプログラム2014年度吉林大学長期派遣生（期間半年）
キャンパス・アジアプログラム2012年度中韓ワークショップ派遣学生
キャンパス・アジア学生サークル代表

セッションの構成

①趣旨説明（5分）（小野真由美）

②学生発表（3組、各10分）

1.「留学で培う教養力」（大西彩奈）
要旨：本発表では、キャンパス・アジアプログラム韓国
長期留学の成果と意義について報告する。留学中、
様 な々分野の学習に取り組み、多くの教養を身につける
ことができた。「共通善」としての固有文化を学び、異
文化を持つ人と、お互いの文化を理解しあうことが、相
手との距離を縮めるのだと知り、語学力の向上により幅
広い人間関係の構築が可能となった。専攻が決まる前
に留学に行ったことで、多くを学び、しっかりとした教養と
いう土台をもとに、今後の専門学習が豊かなものになる
と考えている。

2.「共通善からみる平和とは」（金東夙、徳永百合）
要旨：本発表は、キャンパス・アジアプログラム受入れ
留学生にとって必須科目であり、長期派遣留学を終え
た後の事後学習として「共通善多言語セミナー」におけ
る協働学習の成果について報告する。東アジアの共通
善である漢字の中でも、特に明治時代に作られた翻訳
語である「平和」という言葉に着目し、漢字文化圏という
東アジアのコミュニティの中で私たちが共生するために
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自ら育てる交流の輪
キャンパス・アジアは、大学キャンパス内だけでは

なく、日常的な交流を通じて日中韓の意見交換、人
的交流を行っています。具体的には、CAMPUS
Asia同窓会、CAクラブ、シェアハウスなどの活動で
す。これらの活動は、すべて学生たちのイニシアティ
ブで運営されています。

CAMPUSAsia同窓会は、キャンパス・アジアプロ
グラムで仲間となった学生・院生たちが、卒業後も連
絡を取り合いながら東アジア地域中核人材として活
躍し、情報を交換する場です。新しいキャンパス・ア
ジアプログラム生のサポートも行います。
CAクラブは、キャンパス・アジア学生の支援、キャ

ンパス・アジアプログラムの広報、大学・地域イベント
への参加などを行います。
シェアハウスは、日中韓
交流の拠点で、キャンパ
ス・アジアプログラムに関
心のある学生たちが集い
ます。共同生活する中で、
本音で議論できる人間関
係が育っていきます。
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自主的な活動が絆を強める

卒業後も共に学ぶ
「CA留学生同窓会」（正式名称未定）は、成均館
大学に長期留学した学生たちが発起人となり、2014
年3月に発足しました。キャンパス・アジアプログラム
を通じて、岡山大学から吉林大学および成均館大学
に長期留学した学生、および岡山大学に留学した吉
林大学生、成均館大学生が会員です。留学を終え
た後も、お互いに交流を深めながら、ともに成長して
いくための発展型ネットワークを構築中です。

「CAクラブ」は、キャ
ンパス・アジアプログラ
ムで長期留学した学生
たちによって、2013年6
月に発足しました。キャ
ンパス・アジアプログラムに参加する学生と、キャンパ
ス・アジアに関心のある学生たちのサークルで、学生
同士の支援活動、情報交換、留学生支援、イベント
企画などをおこなっています。学際や地域イベントへ
の参加で、3国学生の絆をますます強めています。

CAクラブCAMPUSAsia同窓会

キャンパス・アジアパートナーズ
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■２０１３年
４/５ CACaféオープン

～ホットックパーティー～
５/３ 球技大会
６/８ 料理パーティー

～ぎょうざ・手巻き・ナムル・お味噌汁～
１１/１～３ 学祭出店 ホットック店
１２/８ 秋体験ツアーin深山公園
■２０１４年
１/３１ 春節パーティーinsharehouse
２/１１ スノボin芸北
４/７ 留学生歓迎パーティー・お花見
１０/１６ 大学ホームカミングディ出店

シェアハウスは、キャンパス・アジアに参加する3国
の学生たちにとって、相互の文化を知る学びの場で
あり、夜を徹して議論をする相互理解の場であり、共
同の作業を経験する体験学習の場です。また、シェ
アハウスは、キャンパス・アジアに関心を持つ学生た
ちが集う拠点であり、地域コミュニティと交流する接点
でもあります。生活のルール作り、地域のイベントへ
の参加…、いつも順調にいくわけではありませんが、
摩擦や障害を自ら解決し乗り越えることが、相互理解
を深め、お互いの絆を強めていきます（次ページ
「シェアハウス」参照）。

CAクラブ課外活動記録 シェアハウス
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課外での3国交流
シェアハウスは相互理解の拠点

信頼関係構築は
地道な協力の積み重ね

シェアハウスの目的は、日中韓の学生たちが生活
を共にし、お互いの生活習慣や文化、価値観を相互
に理解することを基礎に、本音で議論しあえる人間関
係を築くことです。
踏み込んだ議論の前提となるのは、お互いの信頼

関係です。お互い
の信頼関係は、生
活を共にすること
により、少しずつ芽
生えてきます。日
常の小さなルール
（食事、清掃、ゴミ
出し、節電、町内
会）を自分たちで
決めていくことは、
簡単なようで意外
に根気がいります。

自分の国では当たり前のことも、いちいち確認が必要
だということは、最初は大きな戸惑いですが、こうした
小さな違いをひとつひとつ乗り越えることが、相互理解
の土壌を作っていきます。

キャンパス・アジアのシェアハウス

キャンパス・アジアのシェアハウスは、男子寮と女
子寮があります。それぞれ、1階が共通スペースで、
2階に個室があり
ます。キッチン、
バス、トイレは共
有です。日本人
がシェアハウスの
レジデント・アシ

スタント（RA）になり、できるだけみながリビングに集ま
り、一緒に食事を作ったり、一緒に勉強したりする環境
を作ります。また、研究のサポートも行います。共同
生活のルールは、事務局からは指示しません。メン
バーが入れ替わるたびに、自分たちで話し合って決
めます。
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シェアハウスの魅力

シェアハウス魅力は、膝を突き合わせて３国の学
生が語り合えることです。はじめはレポート作成のサ

ポートや講義の復習
などから始まります
が、いつのまにかな
んでも話し合える仲
間になっています。
また、シェアハウス
ではときどき誕生日

会、季節の行事（節分など）、パーティ（鍋パーティ、
たこ焼きパーティなど）が開かれ、常に新しい仲間がリ
ビングに集まってきます。ややもすると留学生同士で
固まってしまう留学生寮とは違い、常に多様な学生が
集まることは、お互いに大きな刺激になります。

若者の心をつかむ 共通「膳」
相互理解は食文化の交流から

シェアハウスのもうひとつの魅力は、共に食事を作
ることです。各国の料理を共同して作り食べることが、
シェアハウスでの大きな楽しみのひとつです。わたし
たちのプログラムの目標である共通善にかけて、これ
を共通「膳」と
呼んでいます。
シェアハウスを
通じ、食事の
時間を共有す
ることが、相互
理解には大きな効果があることがわかりました。考え
てみれば、家族も同様ですね。
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日中韓3国の学生はそれぞれ
2階のプライベート空間を持ちながら、
1階の共同スペースで楽しく暮らしています。
ハウスミーティング、家庭菜園、テーマパーティー
などを通じて、3国の学生達が多言語交流の出来る
環境と価値観の共有を実現しました。
不安いっぱいで一歩を踏み入れ…
胸いっぱいの思い出と共に別れを惜しみました。

65

キ
ャン
パ
ス・ア
ジ
ア
構
想・拡
大・深
化

第
４
部

キ
ャン
パ
ス・ア
ジ
ア
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

「いつのまにかシェアハウスに住み始めてから半年が経ち、今月が最後の月になりました。シェ
アハウスに住み始めてから今まで大きな問題もなく生活することができました。これは、一緒に
住んでいるハウスメイトであるジョンミンさんと張さんのおかげだと思います。私は、本当にハウ
スメイトに恵まれました。」
「キャンパスアジアのシェアハウスでの生活は、まるで家
族と一緒に生活しているような感覚でした。半年間のシェ
アハウスでの生活で私はハウスメイトから多くのことを学び ま
した。その中でも一番大切だと思ったことは、「初めて会う
人と接するときはその人が属する集団のイメージから偏見
を持ってその人を判断するのではなく、個人として接して
からその人を判断することが大事だ。」ということです。私は初めて
会う人と接するとき、その人が所属する集団、たとえば国や民族な
どのイメージからその人がどのような人であるかを決めつけていま
した。しかしながら、私のハウスメイトたちは、人と関わる時、話す
前から相手がどのような人なのかを決めつけてかからずに、しっか
りと相手と接し、自分自身で考えてから人と接していました。彼らの
ような、人との接し方が人と関わるための正しい方法であり、互いに理解するために必要なことだ
と学びました。頭の中では当たり前だと分かっているけれど、行動に起こすことが難しかったこと
を私のハウスメイトは、シェアハウスでの生活を通して教えてくれました。」
「このキャンパスアジアのシェアハウスでの経験は、私にとって貴重な経験であり、精神的に成
長することのできる多くの機会に恵まれました。シェアハウスで生活して良かったと思うとともに、
シェアハウスに関することで助けていただいた多くの方 に々感謝しています。」

（レジデント・アシスタント男子棟と女子棟のハウスレポートから抜粋）

2014年度
私たちの家庭菜園が
始まったぁ～

シェアハウスの
特製梅酒♥

HOUSE REPORT

性格が
明るくなった
ボソンさん
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岡山大学・吉林大学・成均館
大学キャンパス・アジアプログラ
ムは、様々な実験を繰り返すこと
によって、ようやく一つのモデルに
たどり着きつつあります。
このプログラムは、次の方向に
継続・拡大され、内容も充実され
ます。

共通善を柱とした
人材育成

共通善は、日中韓学生の心の
中にあり、それをいかに引き出す
かが教育の大きな役割です。こ
れまでの経験から、まず日中韓
の基礎的な伝統、思想、歴史等と言語を学んだ後、
リージョナル・カンファレンスなどで共通の課題につい
て討論し、さらに相互に対立する課題についても議論
を行います。これらを学部の4年間、大学院の2年も
しくは5年間を通じて少しずつ積み上げていくプログラ
ムを、今後もよりブラッシュアップしていきます。

共通善共通教科書の改定

共通善共通教科書は、それを授業やサマースクー
ルで実際に使うことで改善されてきました。今後はそ
れをさらに使い込むことによって、より深みのある内容
に改定していきます。また、シリーズ本として、出版
社から刊行していきます。

ダブル・ディグリー、ジョイント・ディグリー

これまでの3校の交流をより深めるため、プログラム
を発展させ、ダブル・ディグリー、ジョイント・ディグ

リーとして学位を与えられるように準備を進めています。
すでに、吉林大学とは博士前期課程、博士後期課程
でダブル・ディグリーの実績がありますが、成均館大
学ともダブル・ディグリー協定を結び、学術交流を深
めています。今後はこれをジョイント・ディグリーに発
展させていく予定です。

《Perspectives》

プログラムの継続と深化
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国際共同大学院設立

ダブル・ディグリー、ジョイント・ディグリープログラ
ムは、さらに国際共同大学院設立に発展させます。
完成すれば、現在のプログラムが安定して運営でき
る体制が確立されます。

東アジアからアジア全般へ

わたしたちのプログラムを、3校にとどめず、このプ
ログラムをモデルとしてより多くの大学と連携していくと
ともに、3校で協力して東南アジアの大学グループと

の提携を図ります。また、3国が東南アジアとの連携
でどのような協力体制が取れるか模索していきます。

Camp
usAsia

Progra
m,

Contin
uation

andE
volutio

n!
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共通善教育：
キャンパスアジア
共通教科書
シリーズ

キャンパスアジア共通教科書シリーズ プロローグ
荒木勝『東アジアの共通善を実現する深い教養に裏打ち
された中核的人材育成プログラム（ProgramforCore
HumanResourcesDevelopment:FortheAchievement
oftheCommonGoodandaRe-evaluationofClassical
CultureinEastAsia）』岡山大学キャンパスアジア、2012
年12月。
要約：キャンパス・アジア「スタートアップ・カンファレンス」の荒木理事講
演をベースにした、本プログラムの基本理念を収めた教科書。日英
中韓4ヶ国語。

キャンパスアジア共通教科書シリーズⅠ
沈 美 華『TheRelevanceofAristotle's‘Justice’for
ConfucianPolitics』岡山大学キャンパスアジア、2013年7月。
要約：サマースクールで使われた西洋思想と東洋思想の対話につい
ての教科書。

キャンパスアジア共通教科書シリーズⅡ
金美徳『東アジアの経済協力と共通利益 東アジアの経
済連携―アジアと日本の知恵を生かす―』岡山大学キャン
パスアジア、2013年7月。
要約：サマースクールで使われている東アジア経済協力に関する教
科書。

キャンパスアジア共通教科書シリーズⅢ
荒木勝『東アジアの共通善を目指して（Seekingthe
CommonGoodinEastAsia）』岡山大学キャンパスアジア、
2014年3月。
要約：サマースクールで使われている東アジアの共通善に関する教
科書。

共通善教育：サマースクール共通善講義資料Ⅰ
荒木勝、孫路易、遊佐徹『伝統と思想』岡山大学キャンパ
スアジア、2013年7月。
要約：サマースクールで使われている東アジアの伝統と思想に関する
教科書。

共通善教育：サマースクール共通善講義資料Ⅱ
MaySIM（沈美華）『TheRelevanceofAristotle's‘Justice’
forConfucianPolitics』岡山大学キャンパスアジア、2013年
7月。
要約：アリストテレスの正義論と孔子の思想を比較検討。共通善につ
いても考察。

共通善教育：サマースクール共通善講義資料Ⅲ
金美徳『東アジアの経済協力と共通利益 東アジアの経
済連携―アジアと日本の知恵を生かす―』岡山大学キャン
パスアジア、2013年7月。
要約：「アジア・ユーラシアダイナミズムといかに向き合うか」に関する
論議

共通善教育：サマースクール共通善講義資料Ⅳ
沈海濤『東アジアにおける「共通利益」と国際社会』岡山大
学キャンパスアジア、2013年7月。
要約：「東アジア国際関係が激動する中、国際社会に共通利益とアイ
デンティティに関する再検討の必要性」や「リージョナリズム視野下の東
アジア地域協力の限界」について、「政経分離」または「政経不可分」
という視点で「東アジア国際社会の統合に必要なもの」を考える。

共通善教育：
キャンパスアジア
共通善教育研究
シリーズ

2012年3月共通善教育研究国際フォーラム
三大学共通善教育研究会『研究報告集Ⅰ』岡山大学キャ
ンパスアジア、2012年4月。
要約：この『研究報告集I』は、2012年3月26、27日に開催された「共
通善教育研究フォーラム」に提出された報告概要をまとめたものである。
原稿は日本語、中国語、韓国語に分かれているが、中国語、韓国
語は日本語に翻訳されている。また執筆者の所属などについては、当
該フォーラム開催時の記録に基づいて作成されている。

2012年11月共通善教育研究国際フォーラム
三大学共通善教育研究会『研究報告集Ⅱ』岡山大学キャ
ンパスアジア、2012年12月。
要約：この「共通善教育研究フォーラムII」は、キャンパス・アジア共通
教科書の編著を目指すものである。報告者及び内容は日本国内に
限定するが、諸多の課題のうち、東アジアにおける伝統的思想、漢字
文化、経済、現代正義論などをテーマにし、とりわけ東アジア日中韓
産国の経済及び相互関係に中点をおいて行う。

2013年3月共通善教育研究国際シンポジウム
三大学共通善教育研究会『共通善教育研究国際シンポ
ジウム報告集』岡山大学キャンパスアジア、2013年3月。
要約：このシンポジウムは、これまでの研究成果に基づいて、（1）現代
「正義論」の共通性―「東洋」と「西洋」との比較、（2）東アジア伝統思
想共通性、（3）東アジアの経済協力と共通利益、（4）東アジアの近
現代史と国際関係、の四部に分けて行われる。今回のシンポジウム
は上記の各分野の研究課題を再確認するとともに、研究内容の整合
性を図りつつ東南アジアの共通性を発見し、キャンパス・アジア共通
善教育共通テキストの編述を目指す。

資料

資

料
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岡山大学キャンパスアジア事務局『2013年度CAMPUS
Asia学生文集』岡山大学キャンパスアジア、2013年3月。
要約：2013年度長期派遣・受入、短期派遣・受入、リージョナルカン
ファレンス、まちなかキャンパス、サマースクール、ナノバイオ長期・短
期受入などキャンパスアジア共通善教育プログラムを通して、学生自
身が書き留めた成長記録を凝縮した一冊。

岡山大学キャンパスアジア事務局『2012年度CAMPUS
Asia学生文集』岡山大学キャンパスアジア、2012年3月。
要約：2012年度長期派遣・受入、短期派遣・受入、リージョナルカン
ファレンス、まちなかキャンパス、サマースクールなどキャンパスアジア
共通善教育プログラムを通して、学生自身が書き留めた成長記録を
凝縮した一冊。

岡山大学キャンパスアジア事務局『2013-2014Okayama
UniversityCAMPUSAsiaStudentConference』岡山大
学キャンパスアジア、2014年3月。
要約：2013年度キャンパスアジアプログラム長期派遣・受入学生が
「私の理解した中国／韓国／日本：共通善へアプローチ」をテーマに、
母国語と派遣先国の言語で発表した内容をまとめた一冊。

岡山大学キャンパスアジア事務局『2012年度学生フォーラ
ム』岡山大学キャンパスアジア、2013年3月。
要約：2012年度キャンパスアジアプログラム長期派遣・受入学生が
「私の理解した中国／韓国／日本：共通善へアプローチ」をテーマに、
母国語と派遣先国の言語で発表した内容をまとめた一冊です。

岡山大学キャンパスアジア事務局『2014年中韓ワーク
ショップ』岡山大学キャンパスアジア、2014年3月。
要約：2013年度キャンパスアジアプログラム短期派遣プログラムの一
環として、22名の学生を中国上海市・韓国ソウル市へ派遣。現地大
学生との交流、企業視察、社会見学などを通して、中韓歴史と現代
社会を理解し、日中間三国における共通善について考えました。今
回初めて学生TAを参加させて、学生の主体性を重視したプログラム
編成を試行。

岡山大学キャンパスアジア事務局『2013年中韓ワーク
ショップ』岡山大学キャンパスアジア、2013年3月。
要約：2012年度キャンパスアジアプログラム短期派遣プログラムの一
環として、19名の学生を中国上海市・韓国ソウル市へ派遣。現地大
学生との交流、企業視察、社会見学などを通して、中韓歴史と現代
社会を理解し、日中間三国における共通善について討論。

『CAMPUSAsiaWinterSeminaronLifeandMaterial
SciencesinOkayama2013』OkayamaUniversity
CAMPUSAsiaPromotionOffice,Jan.23,2014.
Introduction:Program for core human resources
development:fortheachievementofcommongood（Bonum
Commune）andre-evaluationofclassicalcultureinEastAsia
/Lifeandmaterialsciences.

『The 1st Japan-Korea Joint Symposium on
PharmaceuticalResearches in Okayama 2013』
Okayama University CAMPUS Asia Promotion
Office,Dec.12,2013.

『The1stJapan-KoreaJointSymposium andAutumn
SeminaronAdvancedChemistry』OkayamaUniversity
CAMPUSAsiaPromotionOffice,Nov.30,2013.
Introduction:Program for core human resources
development:fortheachievementofcommongood（Bonum
Commune）andre-evaluationofclassicalcultureinEastAsia
/AdvancedChemistry.

『Nanobiotechnology Course Autumn Seminarin
Okayama 2013–FrontLine ofRobot-Assisted /
Laparoscopic Surgery–』Okayama University
CAMPUSAsiaPromotionOffice,Nov.13,2013.
Introduction:Frontline of Robot-assisted/Laparoscopic
surgery.

『SummerSeminaronNaturalScience2013』Okayama
UniversityCAMPUSAsiaPromotionOffice,Sep.20,
2013.
Introduction:Proceeding for the summer seminar in
OkayamaUniversity.

その他の刊行物
成均館大学東アジア古典学国際学術会議資料集
『東アジア漢文学、共通性および固有性―東アジア古典
学の可能性と難関』成均館大学キャンパスアジア、2012年
11月。
概要：「漢文学」を通じて国家や地域の単位を越え、「東アジア」の次
元で東アジアの言語生活の共通性と差異を新しく認識する。

CAMPUSAsiaパイロット事業 プログラム開発：科目開
発提案書
黄鎬徳、文科大学共通専攻科目『東アジア現代古典―
講義開設、趣旨、目的、主要講義内容』成均館大学キャ
ンパスアジア、2012年11月。
概要：東アジア的地平から文化的な共同性を探求・模索する。19世
紀末以降形成された個別国家の近代国民文学を東アジアの現代古
典という地平から再読し、個別国民文学・民族文学の概念を脱構築
的に再考しながら批判的な歴史認識なかで共生と相互協力を目指
せる価値を涵養する。

『CAMPUSAsia留学体験文集』成均館大学キャンパスア
ジア、2014年4月。
要約：2012-2014学生文集。

『吉林大学2013年度キャンパスアジアプログラム事業報告
書』吉林大学キャンパスアジア、2014年4月。

『吉林大学2012年度キャンパスアジアプログラム事業報告
書』吉林大学キャンパスアジア、2013年1月。

『平成24年度実績報告書』岡山大学キャンパスアジア事
務局、2013年3月。
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キャンパス・アジア 構想・拡大・深化
―これまでの成果と今後の展開―

2015年3月31日発行

岡山大学キャンパス・アジア事務局
〒700-8530岡山県岡山市北区津島中2丁目1-1 TEL086-251-8532
E-mailcampus.asia@cc.okayama-u.ac.jp http://campus-asia.ccsv.okayama-u.ac.jp/




